
JP 5111712 B2 2013.1.9

10

(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　（Ｉ）式（Ａ－１－ｂ）で表される化合物、および
　（ＩＩ）式（Ｂ－２－ａ）で表される化合物
を含む、相乗効果のある安定剤混合物。
【化１】
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【化２】

【請求項２】
　別の成分として
（Ｘ－１）顔料または、
（Ｘ－２）紫外線吸収剤または、
（Ｘ－３）顔料および紫外線吸収剤
をさらに含む請求項１記載の相乗効果のある安定剤混合物。
【請求項３】
　光、熱または酸化により誘発される分解を受けやすい有機材料および請求項１記載の相
乗効果のある安定剤混合物を含む組成物。
【請求項４】
　有機材料に請求項１記載の相乗効果のある安定剤混合物を均質混合することからなる光
、熱または酸化により誘発される分解に対して有機材料を安定化するための方法。

【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は特定の１種の低分子量アルキル化された立体障害性アミン化合物、および特定の
１種の高分子量アルキル化された立体障害性アミン化合物を含む安定剤混合物、有機材料
、特にポリオレフィンを光、熱または酸化により誘発される分解に対して安定化するため
のこの混合物の使用法ならびにこのように安定化された有機材料に関する。
【０００２】
ポリオレフィンの安定化は非常に多くの刊行物、例えば米国特許第４，６９２,４６８号
明細書、米国特許第４，８６３,９８１号明細書、米国特許第５，７１９,２１７号明細書
、米国特許第６，０１５,８４９号明細書、米国特許第６，０２０,４０６号明細書、米国
特許第５，９５６,６４３号明細書、米国特許第５，９８０,７８３号明細書、米国特許第
５，９１９,３９９号明細書、米国特許第５，８１７,８２１号明細書、米国特許第６，１
２６,８６１号明細書および欧州特許出願公開第３４５,２２０号明細書に記載されている
。太陽電池モジュールおよび積層ガラス用途のための紫外線安定化添加剤パッケージは国
際公開公報ＷＯ９９／０５，２０６に開示されている。
【０００３】
【課題を解決するための手段】
　より詳細には、本発明は（Ｉ）下記（α－１）、（α－２）、（α－３）、（α－４）
および（α－５）の類からなる群から選択された１つの立体障害性アミン化合物と；
（ＩＩ）下記（β－１）、（β－２）、（β－３）および（β－４）の類からなる群から
選択された１つの立体障害性アミン化合物：
（α－１）　式（Ａ－１）：
【化３】
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［式中、Ｅ1は炭素原子数１ないし４のアルキル基を表し、
ｍ1は１，２または４を表し、
ｍ1が１を表すとき、Ｅ2は炭素原子数１ないし２５のアルキル基を表し、
ｍ1が２を表すとき、Ｅ2は炭素原子数１ないし１４のアルキレン基または式（ａ－Ｉ）：
【化４】

（式中、Ｅ3は炭素原子数１ないし１０のアルキル基または炭素原子数２ないし１０のア
ルケニル基を表し、Ｅ4は炭素原子数１ないし１０のアルキレン基を表し、およびＥ5およ
びＥ6は互いに独立して、炭素原子数１ないし４のアルキル基、シクロヘキシル基または
メチルシクロヘキシル基を表す。）で表される基を表し、および
ｍ1が４を表すとき、Ｅ2は炭素原子数４ないし１０のアルカンテトライル基を表す。］で
表される化合物；
（α－２）　式（Ａ－２）：
【化５】

［式中、基Ｅ7の２つは－ＣＯＯ－（炭素原子数１ないし２０のアルキル）であり、そし
て基Ｅ7の２つは式（ａ－ＩＩ）：
【化６】

（式中、Ｅ8はＥ1の意味の１つを表す。）で表される基を表す。］で表される化合物；
（α－３）　式（Ａ－３）：
【化７】
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（式中、Ｅ9は炭素原子数１ないし２４のアルキル基を表し、および
Ｅ10はＥ1の意味の１つを表す。）で表される化合物；
（α－４）　式（Ａ－４）：
【化８】

（式中、基Ｅ11は、互いに独立して、Ｅ1の意味の一つを表し、および基Ｅ12は水素原子
、炭素原子数１ないし１２のアルキル基または炭素原子数１ないし１２のアルコキシ基を
表す。）で表される化合物；
（α－５）　式（Ａ－５）：
【化９】

［式中、Ｅ13はＥ1の意味の１つを表し、そしてＥ14は式（ａ－ＩＩＩ）
【化１０】

（式中、基Ｅ15は互いに独立して、炭素原子数２ないし１２のアルキレン基を表し、およ
び基Ｅ16は互いに独立して、炭素原子数１ないし１２のアルキル基または炭素原子数５な
いし１２のシクロアルキル基を表す。）で表される基を表す。］で表される化合物；
（β－１）　式（Ｂ－１）：
【化１１】
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［式中、Ｒ1、Ｒ3、Ｒ4およびＲ5は互いに独立して、水素原子、炭素原子数１ないし１２
のアルキル基、炭素原子数５ないし１２のシクロアルキル基、炭素原子数１ないし４のア
ルキル基で置換された炭素原子数５ないし１２のシクロアルキル基、フェニル基、－ＯＨ
および／または炭素原子数１ないし１０のアルキル基で置換されたフェニル基；炭素原子
数７ないし９のフェニルアルキル基；フェニル基において－ＯＨおよび／または炭素原子
数１ないし１０のアルキル基で置換された炭素原子数７ないし９のフェニルアルキル基を
表すか、あるいは式（ｂ－Ｉ）：
【化１２】

で表される基を表し；
Ｒ2は炭素原子数２ないし１８のアルキレン基、炭素原子数５ないし７のシクロアルキレ
ン基または炭素原子数１ないし４のアルキレンジ（炭素原子数５ないし７のシクロアルキ
レン基）を表し；
あるいは
基Ｒ1、Ｒ2およびＲ3は、それらが結合している窒素原子と一緒になって５ないし１０員
の複素環を形成し、または
Ｒ4およびＲ5は、それらが結合している窒素原子と一緒になって５ないし１０員の複素環
を形成し；
Ｒ6は炭素原子数１ないし４のアルキル基を表し、および
ｂ1は２ないし５０の数を表し、
ただし、基Ｒ1、Ｒ3、Ｒ4およびＲ5の少なくとも１つは式（ｂ－Ｉ）で表される基を表す
。］で表される化合物；
（β－２）　式（Ｂ－２）：
【化１３】

［式中、Ｒ7およびＲ11は、互いに独立して、水素原子または炭素原子数１ないし１２の
アルキル基を表し、
Ｒ8、Ｒ9およびＲ10は互いに独立して、炭素原子数２ないし１０のアルキレン基を表し、
および
Ｘ1，Ｘ2，Ｘ3，Ｘ4，Ｘ5，Ｘ6，Ｘ7およびＸ8は互いに独立して、式（ｂ－ＩＩ）：
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【化１４】

（式中、Ｒ12は水素原子、炭素原子数１ないし１２のアルキル基、炭素原子数５ないし１
２のシクロアルキル基、炭素原子数１ないし４のアルキル基で置換された炭素原子数５な
いし１２のシクロアルキル基、フェニル基、－ＯＨおよび／または炭素原子数１ないし１
０のアルキル基で置換されたフェニル基、炭素原子数７ないし９のフェニルアルキル基、
フェニル基において－ＯＨおよび／または炭素原子数１ないし１０のアルキル基で置換さ
れた炭素原子数７ないし９のフェニルアルキル基を表すか；あるいは上記で定義された式
（ｂ－Ｉ）で表される基を表し；および
Ｒ13はＲ6の意味の１つを表す。）を表す。］で表される化合物；
（β－３）　式（Ｂ－３）：
【化１５】

（式中、Ｒ14，Ｒ15，Ｒ16，Ｒ17およびＲ18は互いに独立して、直接結合または炭素原子
数１ないし１０のアルキレン基を表し、
Ｒ19はＲ6の意味の１つを表し、およびｂ2は１ないし５０の数を表す。）
で表される化合物；
（β－４）　式（Ｂ－４－１）で表されるポリアミンと塩化シアヌルとの反応により得ら
れた生成物と、式（Ｂ－４－２）で表される化合物とを反応させることにより得られる生
成物（Ｂ－４）
【化１６】

（式中、ｂ’3，ｂ’’3およびｂ’’’3は互いに独立して、２ないし１２の数を表し、
Ｒ20は水素原子、炭素原子数１ないし１２のアルキル基、炭素原子数５ないし１２のシク
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ロアルキル基、フェニル基または炭素原子数７ないし９のフェニルアルキル基を表し、お
よびＲ21はＲ6の意味の１つを表す。）
とを含む安定剤混合物に関する。
　また、本発明は、
　（Ｉ）式（Ａ－１－ｂ）で表される化合物、および
　（ＩＩ）式（Ｂ－２－ａ）で表される化合物
を含む、相乗効果のある安定剤混合物に関する。
【化１７】

【化１８】

【０００４】
【発明の実施の形態】
２５個までの炭素原子をもつアルキル基の例は、メチル基、エチル基、プロピル基、イソ
プロピル基、ｎ－ブチル基、第二ブチル基、イソブチル基、第三ブチル基、２－エチルブ
チル基、ｎ－ペンチル基、イソペンチル基、１－メチルペンチル基、１，３－ジメチルブ
チル基、ｎ－ヘキシル基、１－メチルへキシル基、ｎ－ヘプチル基、イソヘプチル基、１
，１，３，３－テトラメチルブチル基、１－メチルヘプチル基、３－メチルヘプチル基、
ｎ－オクチル基、２－エチルヘキシル基、１，１，３－トリメチルヘキシル基、１，１，
３，３－テトラメチルペンチル基、ノニル基、デシル基、ウンデシル基、１－メチルウン
デシル基、ドデシル基、１，１，３，３，５，５－ヘキサメチルヘキシル基、トリデシル
基、テトラデシル基、ペンタデシル基、ヘキサデシル基、ヘプタデシル基、オクタデシル
基、エイコシル基およびドコシル基である。Ｅ1，Ｅ8，Ｅ10，Ｅ11，Ｅ13，Ｒ6，Ｒ13，
Ｒ19およびＲ21は好ましくはメチル基である。Ｒ20は好ましくはブチル基である。
【０００５】
１２個までの炭素原子を有するアルコキシ基の例は、メトキシ基、エトキシ基、プロポキ
シ基、イソプロポキシ基、ブトキシ基、イソブトキシ基、ペントキシ基、イソペントキシ
基、ヘキソキシ基、ヘプトキシ基、オクトキシ基、デシルオキシ基およびドデシルオキシ
基である。
【０００６】
炭素原子数５ないし１２のシクロアルキル基の例は、シクロペンチル基、シクロヘキシル
基、シクロヘプチル基、シクロオクチル基およびシクロドデシル基である。炭素原子数５
ないし８のシクロアルキル基は特に、シクロシクロヘキシル基が好ましい。
【０００７】
炭素原子数１ないし４のアルキル基で置換された炭素原子数５ないし１２のシクロアルキ
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ル基は例えば、メチルシクロへキシル基またはジメチルシクロヘキシル基である。
【０００８】
－ＯＨおよび／または炭素原子数１ないし１０のアルキル基で置換されたフェニル基は例
えば、メチルフェニル基、ジメチルフェニル基、トリメチルフェニル基、第三ブチルフェ
ニル基または３，５－ジ第三ブチル－４－ヒドロキシフェニル基である。
【０００９】
炭素原子数７ないし９のフェニルアルキル基の例はベンジル基およびフェニルエチル基で
ある。
フェニル基において－ＯＨでおよび／または１０個までの炭素原子を有するアルキル基で
置換された炭素原子数７ないし９のフェニルアルキル基は例えば、メチルベンジル基、ジ
メチルベンジル基、トリメチルベンジル基、第三ブチルベンジル基、または３，５－ジ－
第三ブチル－４－ヒドロキシベンジル基である。
【００１０】
１０個までの炭素原子を有するアルケニル基の例はアリル基、２－メタリル基、ブテニル
基、ペンテニル基およびヘキセニル基である。アリル基が好ましい。１位における炭素原
子は好ましくは飽和されている。
【００１１】
１８個までの炭素原子を有するアルキレン基の例はメチレン基、エチレン基、プロピレン
基、トリメチレン基、テトラメチレン基、ペンタメチレン基、２，２－ジメチルトリメチ
レン基、ヘキサメチレン基、トリメチルヘキサメチレン基、オクタメチレン基およびデカ
メチレン基である。
【００１２】
炭素原子数４ないし１０のアルカンテトライル基の例は１，２，３，４－ブタンテトライ
ル基である。
炭素原子数５ないし７のシクロアルキレン基の例はシクロへキシレン基である。
炭素原子数１ないし４のアルキレンジ（炭素原子数５ないし７のシクロアルキレン）基の
例はメチレンジシクロへキシレン基である。
【００１３】
基Ｒ1，Ｒ2およびＲ3が、それらが結合している窒素原子と一緒になって、５ないし１０
員環の複素環を形成する場合、このような環は例えば
【化３５】

である。
６員環の複素環が好ましい。
【００１４】
基Ｒ4およびＲ5がそれらが結合している窒素原子と一緒になって、５ないし１０員環の複
素環を形成する場合、このような環は例えば１－ピロリジル、ピペリジノ、モルホリノ、
１－ピペラジニル、４－メチル－１－ピペラジニル、１－ヘキサヒドロアゼピニル、５，
５，７－トリメチル－１－ホモピペラジニルまたは４，５，５，７－テトラメチル－１－
ホモピペラジニルである。モルホリノが特に好ましい。
【００１５】
Ｒ15は好ましくは直接結合である。
ｂ1は好ましくは２ないし２５の、特に２ないし２０の数である。
ｂ2は好ましくは１ないし２５の、特に１ないし２０の数である。
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ｂ'3およびｂ'”3は好ましくは３であり、およびｂ”3は好ましくは２である。
【００１６】
成分（Ｉ）および（II）として上述した化合物は、本質的には公知である。それらの殆ど
は商業的に入手可能である。それらの全ては公知の方法にて製造することができる。
成分（Ｉ）の化合物の製造は例えば、米国特許第５，６７９，７３３号明細書、米国特許
第３，６４０，９２８号明細書、米国特許第４，１９８，３３４号明細書、米国特許第４
，６１９，９５８号明細書、米国特許第４，６１９，９５６号明細書、英国特許出願公開
第２，２６９，８１９号明細書および米国特許第５，０７１，９８１号明細書に記載され
ている。
成分（II）の化合物の製造は例えば、米国特許第４，０８６，２０４号明細書、米国特許
第６，０４６，３０４号明細書、米国特許第４，３３１，５８６号明細書、米国特許第４
，１０８，８２９号明細書、米国特許第４，５２９，７６０号明細書、および米国特許第
４，４７７，６１５号明細書に記載されている。
【００１７】
生成物（Ｂ－４）は公知の方法と類似の方法で、例えば、式（Ｂ－４－１）で表されるポ
リアミンと塩化シアヌルとを１：２ないし１：４のモル比で無水炭酸リチウム、炭酸ナト
リウムまたは炭酸カリウムの存在下、１，２－ジクロロエタン、トルエン、キシレン、ベ
ンゼン、ジオキサンまたは第三アミルアルコールのような有機溶媒中で、－２０℃ないし
＋１０℃、好ましくは－１０℃ないし＋１０℃、特別には０℃ないし＋１０℃の温度で、
２ないし８時間の間反応させ、次いで得られた生成物と式（Ｂ－４－２）で表される２，
２，６，６－テトラメチル－４－ピペリジルアミンとの反応により製造できる。使用され
る２，２，６，６－テトラメチル－４－ピペリジルアミン対式（Ｂ－４－１）で表される
ポリアミンのモル比は例えば４：１ないし８：１である。２，２，６，６－テトラメチル
－４－ピペリジルアミンの量は全量を１回でまたは数時間の間隔で数回に分けて添加する
ことができる。
【００１８】
式（Ｂ－４－１）で表されるポリアミン対塩化シアヌル対式（Ｂ－４－２）で表される２
，２，６，６－テトラメチル－４－ピペリジルアミンのモル比は好ましくは１：３：５な
いし１：３：６である。
【００１９】
以下の例は好ましい生成物（Ｂ－４－ａ）を製造する一つの方法を示すものである。
例：塩化シアヌル２３．６ｇ（０．１２８モル）、Ｎ，Ｎ’－ビス［３－アミノプロピル
］エチレンジアミン７．４３ｇ（０．０４２６モル）および無水炭酸カリウム１８ｇ（０
．１３モル）を、攪拌しながら１，２－ジクロロエタン２５０ｍｌ中において、５℃で３
時間反応させる。混合物をさらに室温で４時間温める。Ｎ－（１，２，２，６，６－ペン
タメチル－４－ピペリジル）ブチルアミン２９．０ｇ（０．１２８モル）を添加しそして
得られた混合物を６０℃で２時間温める。さらに無水炭酸カリウム１８ｇ（０．１３モル
）を添加しそして混合物を６０℃でさらに６時間温める。溶媒をわずかな減圧（２００ミ
リバール）下で蒸留して除去しそしてキシレンで置き換える。Ｎ－（１，２，２，６，６
－ペンタメチル－４－ピペリジル）ブチルアミン１９．４ｇ（０．０８５モル）および粉
砕した水酸化ナトリウム５．２ｇ（０．１３モル）を添加し、混合物を還流下で２時間、
そしてさらに１２時間加熱し、反応中に生成された水を共沸蒸留により除去する。混合物
を濾過する。溶液を水で洗浄しそしてＮａ2ＳＯ4で乾燥させる。溶媒を蒸発させ、そして
残渣を真空（０．１ミリバール）下、１２０℃ないし１３０℃で乾燥させる。所望の生成
物を無色の樹脂状物として得る。
【００２０】
一般に、生成物（Ｂ－４）は、例えば式（Ｂ－４－α）、（Ｂ－４－β）または（Ｂ－４
－γ）で表される化合物に示すことができる。また。これらの３つの化合物の混合物の形
態をとることもできる。
【化３６】
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式（Ｂ－４－α）の好ましい意味は
【化３７】
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である。
式（Ｂ－４－β）の好ましい意味は
【化３８】

である。
式（Ｂ－４－γ）の好ましい意味は
【化３９】

である。
上記式（Ｂ－４－α）ないし（Ｂ－４－γ）において、ｂ3は好ましくは２ないし２０、
特に２ないし１０である。
【００２２】
成分（Ｉ）の立体障害性アミン化合物は好ましくは、以下の市販品よりなる群から選択さ
れる：
ＴＩＮＵＶＩＮ７６５（登録商標）、ＴＩＮＵＶＩＮ１４４（登録商標）、ＡＤＫ　ＳＴ
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ＡＢ　ＬＡ－５２（登録商標）、ＡＤＫ　ＳＴＡＢ　ＬＡ－６２（登録商標）、ＳＡＮＤ
ＵＶＯＲ　３０５６（登録商標）、ＳＡＮＤＵＶＯＲ　ＰＲ３１（登録商標）およびＧＯ
ＯＤＲＩＴＥ　ＵＶ３１５９（登録商標）。
市販品ＤＡＳＴＩＢ　８４５（登録商標）のＮ－メチル化体（２，２，６，６－テトラメ
チル－４－ピペリジニル基における窒素原子のメチル化）は公知の方法、例えば米国特許
第６，０４６，３０４号明細書、実施例２に記載された方法と類似の方法で容易に得るこ
とができる。このように得られた化合物はまた成分（Ｉ）として好ましく使用できる。
【００２３】
成分（II）の立体障害性アミン化合物は好ましくは、以下の市販品よりなる群から選択さ
れる：
ＣＹＡＳＯＲＢ ＵＶ３５２９（登録商標）、ＣＨＩＭＡＳＳＯＲＢ　１１９（登録商標
）およびＡＤＫ　ＳＴＡＢ　ＬＡ－６３（登録商標）。
市販品ＣＨＩＭＡＳＳＯＲＢ　９４４（登録商標）、ＣＨＩＭＡＳＳＯＲＢ　２０２０（
登録商標）およびＵＶＡＳＯＲＢ　ＨＡ８８（登録商標）のＮ－メチル化体（２，２，６
，６－テトラメチル－４－ピペリジニル基における窒素原子のメチル化）は公知の方法、
例えば上述した文献に記載された同じ方法と類似の方法で容易に得ることができる。この
ように得られた化合物は同様に成分（II）として好ましく使用できる。
【００２４】
式（Ｂ－１）、（Ｂ－３）、（Ｂ－４－α）、（Ｂ－４－β）および（Ｂ－４－γ）で表
される化合物における自由原子価を飽和する末端基の意味は、それらの製造に使用される
方法に依存する。末端基はまた化合物の製造後に修飾することもできる。
【００２５】
式（Ｂ－１）で表される化合物が式
【化４０】

（式中、Ｘが、例えば、ハロゲン原子、特に塩素原子を表し、およびＲ4およびＲ5は上記
で定義された意味を表す。）で表される化合物と、式
【化４１】

（式中、Ｒ1，Ｒ2およびＲ3が上記で定義された意味を表す。）とを反応させることによ
って製造する場合には、ジアミノ基に結合される末端基は水素原子または
【化４２】
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【化４３】

である。
【００２６】
Ｘがハロゲン原子の場合には、反応が完了したとき、これを例えば、－ＯＨまたはアミノ
基により置換するのは有利である。言及し得るアミノ基の例は、ピロリジン－１－イル基
、モルホリノ基、－ＮＨ2、－Ｎ（炭素原子数１ないし８のアルキル）2基および－ＮＲ（
炭素原子数１ないし８のアルキル）基（基中、Ｒは水素原子または式（ｂ－Ｉ）で表され
る基を表す。）である。
【００２７】
式（Ｂ－１）で表される化合物は式
【化４４】

（式中、Ｒ1，Ｒ2，Ｒ3，Ｒ4，Ｒ5およびｂ1は上記で定義した意味を表し、およびＲ4
*は

Ｒ4の意味の１つを表しおよびＲ5
*はＲ5の意味の１つを表す。）で表される化合物をも包

含する。
【００２８】
特に好ましい式（Ｂ－１）で表される化合物の１つは
【化４５】
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である。
この化合物の製造は一般的に例えば米国特許第６，０４６，３０４号明細書に記載されて
いる。
【００２９】
式（Ｂ－３）の化合物において、カルボニル基に結合される末端基は、例えば
【化４６】

であり、および酸素基に結合される末端基は例えば、
【化４７】

である。
【００３０】
式（Ｂ－４－α）、（Ｂ－４－β）および（Ｂ－４－γ）で表される化合物においてトリ
アジン基に結合される末端基は例えばＣｌまたは基：
【化４８】

であり、およびアミノ基に結合している末端基は例えば、水素原子または
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【化４９】

基である。
【００３１】
好ましい安定剤混合物は
成分（Ｉ）が類（α－１）から選択されおよび、成分（II）が類（β－１）から選択され
るか；または
成分（Ｉ）が類（α－１）から選択されおよび、成分（II）が類（β－２）から選択され
るか；または
成分（Ｉ）が類（α－１）から選択されおよび、成分（II）が類（β－３）から選択され
るか；または
成分（Ｉ）が類（α－１）から選択されおよび、成分（II）が類（β－４）から選択され
るか；または
成分（Ｉ）が類（α－２）から選択されおよび、成分（II）が類（β－１）から選択され
るか；または
成分（Ｉ）が類（α－２）から選択されおよび、成分（II）が類（β－２）から選択され
るか；または
成分（Ｉ）が類（α－２）から選択されおよび、成分（II）が類（β－３）から選択され
るか；または
成分（Ｉ）が類（α－２）から選択されおよび、成分（II）が類（β－４）から選択され
るか；または
成分（Ｉ）が類（α－３）から選択されおよび、成分（II）が類（β－１）から選択され
るか；または
成分（Ｉ）が類（α－３）から選択されおよび、成分（II）が類（β－２）から選択され
るか；または
成分（Ｉ）が類（α－３）から選択されおよび、成分（II）が類（β－３）から選択され
るか；または
成分（Ｉ）が類（α－３）から選択されおよび、成分（II）が類（β－４）から選択され
るか；または
成分（Ｉ）が類（α－４）から選択されおよび、成分（II）が類（β－１）から選択され
るか；または
成分（Ｉ）が類（α－４）から選択されおよび、成分（II）が類（β－２）から選択され
るか；または
成分（Ｉ）が類（α－４）から選択されおよび、成分（II）が類（β－３）から選択され
るか；または
成分（Ｉ）が類（α－４）から選択されおよび、成分（II）が類（β－４）から選択され
るか；または
成分（Ｉ）が類（α－５）から選択されおよび、成分（II）が類（β－１）から選択され
るか；または
成分（Ｉ）が類（α－５）から選択されおよび、成分（II）が類（β－２）から選択され
るか；または
成分（Ｉ）が類（α－５）から選択されおよび、成分（II）が類（β－３）から選択され
るか；または
成分（Ｉ）が類（α－５）から選択されおよび、成分（II）が類（β－４）から選択され
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【００３２】
好ましい態様によれば、
ｍ1が１，２または４を表し、
ｍ1が１を表す場合、Ｅ2は炭素原子数１２ないし２０のアルキル基を表し、
ｍ1が２を表す場合、Ｅ2は炭素原子数２ないし１０のアルキレン基または式（ａ－Ｉ）で
表される基を表し、
Ｅ3は炭素原子数１ないし４のアルキル基を表し、
Ｅ4は炭素原子数１ないし６のアルキレン基を表し、および
Ｅ5およびＥ6は互いに独立して、炭素原子数１ないし４のアルキル基を表し、および
ｍ1が４を表す場合、Ｅ2は炭素原子数４ないし８のアルカンテトライル基を表し；
基Ｅ7の２つは－ＣＯＯ－（炭素原子数１０ないし１５のアルキル）を表し、および基Ｅ7

の２つは式（ａ－II）で表される基を表し；
Ｅ9は炭素原子数１０ないし１４のアルキル基を表し；
Ｅ12は炭素原子数１ないし４のアルコキシ基を表し；
基Ｅ15は互いに独立して、炭素原子数２ないし６のアルキレン基を表し；
基Ｅ16は互いに独立して、炭素原子数１ないし４のアルキル基または炭素原子数５ないし
８のシクロアルキル基を表し；
Ｒ1およびＲ3は互いに独立して、式（ｂ－Ｉ）で表される基を表し；
Ｒ2は炭素原子数２ないし８のアルキレン基を表し；
Ｒ4およびＲ5は互いに独立して、水素原子、炭素原子数１ないし１２のアルキル基、炭素
原子数５ないし８のシクロアルキル基または式（ｂ－Ｉ）で表される基を表すかまたは、
基Ｒ4およびＲ5はそれらが結合している窒素原子と一緒になって５ないし１０員の複素環
を形成し、および
ｂ1は２ないし２５の数を表し、
Ｒ7およびＲ11は互いに独立して、水素原子または炭素原子数１ないし４のアルキル基を
表し；
Ｒ8，Ｒ9およびＲ10は互いに独立して炭素原子数２ないし４のアルキレン基を表し、およ
び
Ｘ1，Ｘ2，Ｘ3，Ｘ4，Ｘ5，Ｘ6，Ｘ7およびＸ8は互いに独立して式（ｂ－II）で表される
基を表し；
Ｒ12は水素原子、炭素原子数１ないし４のアルキル基、炭素原子数５ないし８のシクロア
ルキル基、または式（ｂ－Ｉ）で表される基を表し；
Ｒ14，Ｒ15，Ｒ16，Ｒ17およびＲ18は互いに独立して、直接結合または炭素原子数１ない
し４のアルキレン基を表し；および
ｂ2は１ないし２５の数を表し；
ｂ’3，ｂ”3およびｂ'”3は互いに独立して、２ないし４の数を表し；および
Ｒ20は水素原子、炭素原子数１ないし４のアルキル基、炭素原子数５ないし８のシクロア
ルキル基、フェニル基またはベンジル基を表すものである。
【００３３】
さらに好ましい具体例は
成分（Ｉ）が式（Ａ－１－ａ）、（Ａ－１－ｂ）、（Ａ－１－ｃ）、（Ａ－１－ｄ）、（
Ａ－２－ａ）、（Ａ－３－ａ）、（Ａ－４－ａ）または（Ａ－５－ａ）で表される化合物
であり；および
成分（II）が式（Ｂ－１－ａ）、（Ｂ－１－ｂ）、（Ｂ－１－ｃ）、（Ｂ－２－ａ）、（
Ｂ－３－ａ）で表される化合物または生成物（Ｂ－４－ａ）：
【化５０】
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（式中、基Ｅ7の２つは－ＣＯＯ－Ｃ13Ｈ27を表しおよび基Ｅ7の２つは
【化５１】

を表す。）；
【化５２】
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（式中、ｂ1は２ないし２０の数を表す。）；
【化５４】

（式中、ｂ2は１ないし２０の数を表す。）；
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式（Ｂ－４－１－ａ）で表されるポリアミンと塩化シアヌルとの反応から得られた生成物
と、式（Ｂ－４－２－ａ）
【化５５】

で表される化合物との反応により得られる生成物（Ｂ－４－ａ）である、安定剤混合物に
相当する。
【００３４】
成分（Ｉ）は好ましくは式（Ａ－１－ａ）、（Ａ－１－ｂ）、（Ａ－１－ｃ）、（Ａ－１
－ｄ）、（Ａ－２－ａ）、（Ａ－３－ａ）、（Ａ－４－ａ）または（Ａ－５－ａ）で表さ
れる化合物であり；および
成分（II）は好ましくは式（Ｂ－１－ｃ）または（Ｂ－２－ａ）で表される化合物である
。
【００３５】
成分（Ｉ）は特に好ましくは式（Ａ－１－ｂ）で表される化合物であり；および成分（II
）は特に好ましくは式（Ｂ－１－ｃ）または（Ｂ－２－ａ）で表される化合物である。
【００３６】
本発明の安定剤混合物の好ましい例は以下のものである：
１．　式（Ａ－１－ａ）で表される化合物＋ＣＨＩＭＡＳＳＯＲＢ　１１９（登録商標）
２．　ＴＩＮＵＶＩＮ　７６５（登録商標）＋ＣＨＩＭＡＳＳＯＲＢ　１１９（登録商標
）
３．　ＴＩＮＵＶＩＮ　１４４（登録商標）＋ＣＨＩＭＡＳＳＯＲＢ　１１９（登録商標
）
４．　ＡＤＫ　ＳＴＡＢ　ＬＡ－５２（登録商標）＋ＣＨＩＭＡＳＳＯＲＢ　１１９（登
録商標）
５．　ＡＤＫ　ＳＴＡＢ　ＬＡ－６２（登録商標）＋ＣＨＩＭＡＳＳＯＲＢ　１１９（登
録商標）
６．　ＳＡＮＤＵＶＯＲ　３０５６（登録商標）＋ＣＨＩＭＡＳＳＯＲＢ　１１９（登録
商標）
７．　ＳＡＮＤＵＶＯＲ　ＰＲ　３１（登録商標）＋ＣＨＩＭＡＳＳＯＲＢ　１１９（登
録商標）
８．　ＧＯＯＤＲＩＴＥ　ＵＶ　３１５９（登録商標）＋ＣＨＩＭＡＳＳＯＲＢ　１１９
（登録商標）
９．　式（Ａ－１－ａ）で表される化合物＋ＣＹＡＳＯＲＢ　ＵＶ　３５２９（登録商標
）
１０．　ＴＩＮＵＶＩＮ　７６５（登録商標）＋ＣＹＡＳＯＲＢ　ＵＶ　３５２９（登録
商標）
１１．　ＴＩＮＵＶＩＮ　１４４（登録商標）＋ＣＹＡＳＯＲＢ　ＵＶ　３５２９（登録
商標）
１２．　ＡＤＫ　ＳＴＡＢ　ＬＡ－５２（登録商標）＋ＣＹＡＳＯＲＢ　ＵＶ　３５２９
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（登録商標）
１３．　ＡＤＫ　ＳＴＡＢ　ＬＡ－６２（登録商標）＋ＣＹＡＳＯＲＢ　ＵＶ　３５２９
（登録商標）
１４．　ＳＡＮＤＵＶＯＲ　３０５６（登録商標）＋ＣＹＡＳＯＲＢ　ＵＶ　３５２９（
登録商標）
１５．　ＳＡＮＤＵＶＯＲ　ＰＲ　３１（登録商標）＋ＣＹＡＳＯＲＢ　ＵＶ　３５２９
（登録商標）
１６．　ＧＯＯＤＲＩＴＥ　ＵＶ　３１５９（登録商標）＋ＣＹＡＳＯＲＢ　ＵＶ　３５
２９（登録商標）
１７．　式（Ａ－１－ａ）で表される化合物＋　ＡＤＫ　ＳＴＡＢ　ＬＡ－６３（登録商
標）
１８．　ＴＩＮＵＶＩＮ　７６５（登録商標）＋ＡＤＫ　ＳＴＡＢ　ＬＡ－６３（登録商
標）
１９．　ＴＩＮＵＶＩＮ　１４４（登録商標）＋ＡＤＫ　ＳＴＡＢ　ＬＡ－６３（登録商
標）
２０．　ＡＤＫ　ＳＴＡＢ　ＬＡ－５２（登録商標）＋ＡＤＫ　ＳＴＡＢ　ＬＡ－６３（
登録商標）
２１．　ＡＤＫ　ＳＴＡＢ　ＬＡ－６２（登録商標）＋ＡＤＫ　ＳＴＡＢ　ＬＡ－６３（
登録商標）
２２．　ＳＡＮＤＵＶＯＲ　３０５６（登録商標）＋ＡＤＫ　ＳＴＡＢ　ＬＡ－６３（登
録商標）
２３．　ＳＡＮＤＵＶＯＲ　ＰＲ　３１（登録商標）＋ＡＤＫ　ＳＴＡＢ　ＬＡ－６３（
登録商標）
２４．　ＧＯＯＤＲＩＴＥ　ＵＶ　３１５９（登録商標）＋ＡＤＫ　ＳＴＡＢ　ＬＡ－６
３（登録商標）
２５．　式（Ａ－１－ａ）で表される化合物＋式（Ｂ－１－ａ）で表される化合物
２６．　ＴＩＮＵＶＩＮ　７６５（登録商標）＋式（Ｂ－１－ａ）で表される化合物
２７．　ＴＩＮＵＶＩＮ　１４４（登録商標）＋式（Ｂ－１－ａ）で表される化合物
２８．　ＡＤＫ　ＳＴＡＢ　ＬＡ－５２（登録商標）＋式（Ｂ－１－ａ）で表される化合
物
２９．　ＡＤＫ　ＳＴＡＢ　ＬＡ－６２（登録商標）＋式（Ｂ－１－ａ）で表される化合
物
３０．　ＳＡＮＤＵＶＯＲ　３０５６（登録商標）＋式（Ｂ－１－ａ）で表される化合物
３１．　ＳＡＮＤＵＶＯＲ　ＰＲ　３１（登録商標）＋式（Ｂ－１－ａ）で表される化合
物
３２．　ＧＯＯＤＲＩＴＥ　ＵＶ　３１５９（登録商標）＋式（Ｂ－１－ａ）で表される
化合物
３３．　式（Ａ－１－ａ）で表される化合物＋式（Ｂ－１－ｂ）で表される化合物
３４．　ＴＩＮＵＶＩＮ　７６５（登録商標）＋式（Ｂ－１－ｂ）で表される化合物
３５．　ＴＩＮＵＶＩＮ　１４４（登録商標）＋式（Ｂ－１－ｂ）で表される化合物
３６．　ＡＤＫ　ＳＴＡＢ　ＬＡ－５２（登録商標）＋式（Ｂ－１－ｂ）で表される化合
物
３７．　ＡＤＫ　ＳＴＡＢ　ＬＡ－６２（登録商標）＋式（Ｂ－１－ｂ）で表される化合
物
３８．　ＳＡＮＤＵＶＯＲ　３０５６（登録商標）＋式（Ｂ－１－ｂ）で表される化合物
３９．　ＳＡＮＤＵＶＯＲ　ＰＲ　３１（登録商標）＋式（Ｂ－１－ｂ）で表される化合
物
４０．　ＧＯＯＤＲＩＴＥ　ＵＶ　３１５９（登録商標）＋式（Ｂ－１－ｂ）で表される
化合物
４１．　式（Ａ－１－ａ）で表される化合物＋生成物（Ｂ－４－ａ）
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４２．　ＴＩＮＵＶＩＮ　７６５（登録商標）＋生成物（Ｂ－４－ａ）
４３．　ＴＩＮＵＶＩＮ　１４４（登録商標）＋生成物（Ｂ－４－ａ）
４４．　ＡＤＫ　ＳＴＡＢ　ＬＡ－５２（登録商標）＋生成物（Ｂ－４－ａ）
４５．　ＡＤＫ　ＳＴＡＢ　ＬＡ－６２（登録商標）＋生成物（Ｂ－４－ａ）
４６．　ＳＡＮＤＵＶＯＲ　３０５６（登録商標）＋生成物（Ｂ－４－ａ）
４７．　ＳＡＮＤＵＶＯＲ　ＰＲ　３１（登録商標）＋生成物（Ｂ－４－ａ）
４８．　ＧＯＯＤＲＩＴＥ　ＵＶ　３１５９（登録商標）＋生成物（Ｂ－４－ａ）。
【００３７】
市販品ＴＩＮＵＶＩＮ　７６５（登録商標）は式（Ａ－１－ｂ）で表される化合物に相当
する。
市販品ＴＩＮＵＶＩＮ　１４４（登録商標）は式（Ａ－１－ｃ）で表される化合物に相当
する。
市販品ＡＤＫ　ＳＴＡＢ　ＬＡ－５２（登録商標）は式（Ａ－１－ｄ）で表される化合物
に相当する。
市販品ＡＤＫ　ＳＴＡＢ　ＬＡ－６２（登録商標）は式（Ａ－２－ａ）で表される化合物
に相当する。
市販品ＳＡＮＤＵＶＯＲ　３０５６（登録商標）は式（Ａ－３－ａ）で表される化合物に
相当する。
市販品ＳＡＮＤＵＶＯＲ　ＰＲ　３１（登録商標）は式（Ａ－４－ａ）で表される化合物
に相当する。
市販品ＧＯＯＤＲＩＴＥ　ＵＶ　３１５９（登録商標）は式（Ａ－５－ａ）で表される化
合物に相当する。
市販品ＣＨＩＭＡＳＳＯＲＢ　１１９（登録商標）は式（Ｂ－２－ａ）
で表される化合物に相当する。
市販品ＣＹＡＳＯＲＢ　ＵＶ　３５２９（登録商標）は式（Ｂ－１－ｃ）で表される化合
物に相当する。
市販品ＡＤＫ　ＳＴＡＢ　ＬＡ－６３（登録商標）は式（Ｂ－３－ａ）で表される化合物
に相当する。
【００３８】
　本発明のさらに好ましい態様は
（Ｘ－１）　顔料または、
（Ｘ－２）　紫外線吸収剤または、
（Ｘ－３）　顔料および紫外線吸収剤
をさらに含む相乗効果のある安定剤混合物に関するものである。
【００３９】
顔料（成分（Ｘ－１））は有機または無機の顔料であってよい。
無機顔料の例は、二酸化チタン、酸化亜鉛、カーボンブラック、硫化カドミウム、セレン
化カドミウム、酸化クロム、酸化鉄、酸化鉛等である。
有機顔料の例はアゾ顔料類、アントラキノン類、フタロシアニン類、テトラクロロイソイ
ンドリノン類、キナクリドン類、イソインドリン類、ペリレン類、ピロロピロール類（例
えばビグメントレッド２５４）等である。、
【００４０】
「Ｇａｃｈｔｅｒ／Ｍｕｌｌｅｒ：Ｐｌａｓｔｉｃｓ　Ａｄｄｉｔｉｖｅｓ　Ｈａｎｄｂ
ｏｏｋ、第３版、Ｈａｎｚｅｒ出版、ミュンヘン　ウィーン　ニューヨーク、第６４７な
いし６５９頁、項１１．２．１．１ないし１１．２．４．２」に記載された全ての顔料は
成分（Ｘ－１）として使用できる。
特に好ましい顔料は、所望により有機顔料と配合した、二酸化チタンである。
このような有機顔料の例は：
Ｃ．Ｉ．（カラーインデックス）ピグメントイエロー（Pigment Yellow）９３,Ｃ．Ｉ．
ピグメントイエロー９５、Ｃ．Ｉ．ピグメントイエロー１３８、Ｃ．Ｉ．ピグメントイエ
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ロー１３９、Ｃ．Ｉ．ピグメントイエロー１５５、Ｃ．Ｉ．ピグメントイエロー１６２、
Ｃ．Ｉ．ピグメントイエロー１６８、Ｃ．Ｉ．ピグメントイエロー１８０、Ｃ．Ｉ．ピグ
メントイエロー１８３、Ｃ．Ｉ．ピグメントレッド（Pigment Red）４４、Ｃ．Ｉ．ピグ
メントレッド１７０、Ｃ．Ｉ．ピグメントレッド２０２、Ｃ．Ｉ．ピグメントレッド２１
４、Ｃ．Ｉ．ピグメントレッド２５４、Ｃ．Ｉ．ピグメントレッド２６４、Ｃ．Ｉ．ピグ
メントレッド２７２、Ｃ．Ｉ．ピグメントレッド４８：２、Ｃ．Ｉ．ピグメントレッド４
８：３、Ｃ．Ｉ．ピグメントレッド５３：１、Ｃ．Ｉ．ピグメントレッド５７：１、Ｃ．
Ｉ．ピグメントグリーン（Pigment Green）７、Ｃ．Ｉ．ピグメントブルー（Pigment Blu
e）１５：１、Ｃ．Ｉ．ピグメントブルー１５：３およびＣ．Ｉ．ピグメントバイオレッ
ト（Pigment Violet）１９。
【００４１】
紫外線吸収剤（成分（Ｘ－２））の例は２－( ２′－ヒドロキシフェニル) ベンゾトリア
ゾール、２－ヒドロキシベンゾフェノン、置換されたおよび非置換安息香酸のエステル、
アクリレート、オキサミド、２－（２－ヒドロキシフェニル）－１，３，５－トリアジン
、レゾルシノールのモノベンゾエートまたはホルムアミジンである。
【００４２】
２－( ２′－ヒドロキシフェニル) ベンゾトリアゾールは、例えば、２－（２’－ヒドロ
キシ－５’－メチルフェニル）ベンゾトリアゾール、２－（３’，５’－ジ－第三ブチル
－２’－ヒドロキシフェニル）ベンゾトリアゾール、２－（５’－第三ブチル－２’－ヒ
ドロキシフェニル）ベンゾトリアゾール、２－（２’－ヒドロキシ－５’－（１，１，３
，３－テトラメチルブチル) フェニル）ベンゾトリアゾール、２－（３’，５’－ジ－第
三ブチル－２’－ヒドロキシフェニル）－５－クロロベンゾトリアゾール、２－（３’－
第三ブチル－２’－ヒドロキシ－５’－メチルフェニル）－５－クロロベンゾトリアゾー
ル、２－（３’－第二ブチル－５’－第三ブチル－２’－ヒドロキシフェニル）ベンゾト
リアゾール、２－（２’－ヒドロキシ－４’－オクチルオキシフェニル）ベンゾトリアゾ
ール、２－（３’，５’－ジ－第三アミル－２’－ヒドロキシフェニル）ベンゾトリアゾ
ール、２－（３’，５’－ビス（α，α－ジメチルベンジル）－２’－ヒドロキシフェニ
ル）ベンゾトリアゾール、混合物としての２－（３’－第三ブチル－２’－ヒドロキシ－
５’－（２－オクチルオキシカルボニルエチル）フェニル）－５－クロロベンゾトリアゾ
ール、２－（３’－第三ブチル－５’－［２－（２－エチルヘキシルオキシ）カルボニル
エチル］－２’－ヒドロキシフェニル）－５－クロロベンゾトリアゾール、２－（３’－
第三ブチル－２’－ヒドロキシ－５’－（２－メトキシカルボニルエチル）フェニル）－
５－クロロベンゾトリアゾール、２－（３’－第三ブチル－２’－ヒドロキシ－５’－（
２－メトキシカルボニルエチル）フェニル）ベンゾトリアゾール、２－（３’－第三ブチ
ル－２’－ヒドロキシ－５’－（２－オクトキシカルボニルエチル）フェニル）ベンゾト
リアゾール、２－（３’－第三ブチル－５’－［２－（２－エチルヘキシルオキシ）カル
ボニルエチル］－２’－ヒドロキシフェニル）ベンゾトリアゾール、２－（３’－ドデシ
ル－２’－ヒドロキシ－５’－メチルフェニル）ベンゾトリアゾール、２－（３’－第三
ブチル－２’－ヒドロキシ－５’－（２－イソオクチルオキシカルボニルエチル）フェニ
ルベンゾトリアゾール、２，２’－メチレンビス［４－（１，１，３，３－テトラメチル
ブチル）－６－ベンゾトリアゾール－２－イルフェノール］または；２－［３’－第三ブ
チル－５’－（２－メトキシカルボニルエチル）－２’－ヒドロキシフェニル］－２Ｈ－
ベンゾトリアゾールとポリエチレングリコール３００とのエステル交換生成物；［Ｒ－Ｃ
Ｈ2ＣＨ2－ＣＯＯ（ＣＨ2）3－］2－（式中，Ｒ＝３’－第三ブチル－４’－ヒドロキシ
－５’－２Ｈ－べンゾトリアゾール－２－イルフェニルである。）である。
２－（３’、５’－ジ－第三ブチル－２’－ヒドロキシフェニル）－５－クロロ－ベンゾ
トリアゾール、２－（３’－第三ブチル－２’－ヒドロキシ－５’－メチルフェニル）－
５－クロロ－ベンゾトリアゾールおよび２－（３’、５’－ジ－第三アミル－２’－ヒド
ロキシフェニル）－ベンゾトリアゾールが好ましい。
【００４３】
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２－ヒドロキシ－ベンゾフェノンは、例えば４－ヒドロキシ－、４－メトキシ－、４－オ
クチルオキシ－、４－デシルオキシ－、４－ドデシルオキシ－、４－ベンジルオキシ－、
４，２′，４′－トリヒドロキシ－または２′－ヒドロキシ－４，４′－ジメトキシ誘導
体である。
２－ヒドロキシ－４－オクチルオキシベンゾフェノンが好ましい。
【００４４】
置換されたおよび非置換安息香酸のエステルは、例えば４－第三ブチルフェニルサリチレ
ート、フェニルサリチレート、オクチルフェニルサリチレート、ジベンゾイルレゾルシノ
ール、ビス（４－第三ブチルベンゾイル）レゾルシノール、ベンゾイルレゾルシノール、
２，４－ジ－第三ブチルフェニル３，５－ジ－第三ブチル－４－ヒドロキシベンゾエート
、ヘキサデシル３，５－ジ－第三ブチル－４－ヒドロキシベンゾエート、オクタデシル３
，５－ジ－第三ブチル－４－ヒドロキシベンゾエートまたは２－メチル－４，６－ジ第三
ブチルフェニル３，５－ジ－第三ブチル－４－ヒドロキシベンゾエートである。
２，４－ジ－第三ブチルフェニル３，５－ジ－第三ブチル－４－ヒドロキシベンゾエート
およびヘキサデシル３，５－ジ－第三ブチル－４－ヒドロキシベンゾエートが好ましい。
【００４５】
アクリレートは、例えばエチルα－シアノ－β, β－ジフェニルアクリレート、イソオク
チルα－シアノ－β, β－ジフェニルアクリレート、メチルα－カルボメトキシシンナメ
ート、メチルα－シアノ－β－メチル－ｐ－メトキシシンナメート、ブチルα－シアノ－
β－メチル－ｐ－メトキシシンナメート、メチルα－カルボメトキシ－ｐ－メトキシシン
ナメート、またはＮ－（β－カルボメトキシ－β－シアノビニル) －２－メチルインドリ
ンである。
【００４６】
オキサミドは、例えば４，４′－ジ－オクチルオキシオキサニリド、２，２′－ジ－エト
キシオキサニリド、２，２′－ジ－オクチルオキシ－５，５′－ジ－第三ブトキサニリド
、２，２′－ジ－ドデシルオキシ－５，５′－ジ－第三ブトキサニリド、２－エトキシ－
２′－エチルオキサニリド、Ｎ，Ｎ′－ビス（３－ジメチルアミノプロピル）オキサミド
、２－エトキシ－５－第三ブチル－２′－エトキサニリドまたは該化合物と２－エトキシ
－２′－エチル－５，４′－ジ－第三ブトキサニリドとの混合物，ｏ－およびｐ－メトキ
シ－二置換オキサニリドの混合物またはｏ－およびｐ－エトキシ－二置換オキサニリドの
混合物である。
【００４７】
２－（２－ヒドロキシフェニル）－１，３，５－トリアジンは、例えば２，４，６－トリ
ス（２－ヒドロキシ－４－オクチルオキシフェニル) －１，３，５－トリアジン、２－（
２－ヒドロキシ－４－オクチルオキシフェニル）－４，６－ビス（２，４－ジメチルフェ
ニル）－１，３，５－トリアジン、２－（２，４－ジヒドロキシフェニル）－４，６－ビ
ス（２，４－ジメチルフェニル）－１，３，５－トリアジン、２，４－ビス（２－ヒドロ
キシ－４－プロピルオキシフェニル）－６－（２，４－ジメチルフェニル）－１，３，５
－トリアジン、２－（２－ヒドロキシ－４－オクチルオキシフェニル) －４，６－ビス（
４－メチルフェニル）－１，３，５－トリアジン、２－（２－ヒドロキシ－４－ドデシル
オキシフェニル) －４，６－ビス（２，４－ジメチルフェニル）－１，３，５－トリアジ
ン、２－（２－ヒドロキシ－４－トリデシルオキシフェニル) －４，６－ビス（２，４－
ジメチルフェニル）－１，３，５－トリアジン、２－［２－ヒドロキシ－４－（２－ヒド
ロキシ－３－ブチルオキシ－プロポキシ）フェニル］－４，６－ビス（２，４－ジメチル
）－１，３，５－トリアジン、２－［２－ヒドロキシ－４－（２－ヒドロキシ－３－オク
チルオキシ－プロピルオキシ）フェニル］－４，６－ビス（２，４－ジメチル）－１，３
，５－トリアジン、２－［４－（ドデシルオキシ／トリデシルオキシ－２－ヒドロキシプ
ロポキシ）－２－ヒドロキシ－フェニル］－４，６－ビス（２，４－ジメチルフェニル）
－１，３，５－トリアジン、２－［２－ヒドロキシ－４－（２－ヒドロキシ－３－ドデシ
ルオキシ－プロポキシ）フェニル］－４，６－ビス（２，４－ジメチルフェニル）－１，



(25) JP 5111712 B2 2013.1.9

10

20

30

40

50

３，５－トリアジン、２－（２－ヒドロキシ－４－ヘキシルオキシ）フェニル－４，６－
ジフェニル－１，３，５－トリアジン、２－（２－ヒドロキシ－４－メトキシフェニル）
－４，６－ジフェニル－１，３，５－トリアジン、２，４，６－トリス［２－ヒドロキシ
－４－（３－ブトキシ－２－ヒドロキシ－プロポキシ）フェニル］－１，３，５－トリア
ジンまたは２－（２－ヒドロキシフェニル）－４－（４－メトキシフェニル）－６－フェ
ニル－１，３，５－トリアジンである。
２－（２－ヒドロキシ－４－オクチルオキシフェニル）－４，６－ビス（２，４－ジメチ
ルフェニル）－１，３，５－トリアジンおよび２－（２－ヒドロキシ－４－ヘキシルオキ
シ）フェニル－４，６－ジフェニル－１，３，５－トリアジンが好ましい。
【００４８】
レゾルシノールのモノベンゾエートは例えば、式：
【化５６】

で表される化合物である。
ホルムアミジンは例えば式：
【化５７】

で表される化合物である。
【００４９】
紫外線吸収剤は特別には２－（２’－ヒドロキシフェニル）ベンゾトリアゾール、２－ヒ
ドロキシベンゾフェノンまたはヒドロキシフェニルトリアジンである。
【００５０】
本発明の安定剤混合物は光、熱または酸化により誘発される分解に対して有機材料を安定
化するのに適当である。そのような有機材料の例は以下に示される：
１．モノオレフィンおよびジオレフィンのポリマー、例えばポリプロピレン、ポリイソブ
チレン、ポリブト－１－エン、ポリ－４－メチルペント－１－エン、ポリイソプレンまた
はポリブタジエン、ならびにシクロオレフィン例えばシクロペンテンまたはノルボルネン
のポリマー、（所望により架橋結合できる）ポリエチレン、例えば高密度ポリエチレン（
ＨＤＰＥ）、高密度および高分子量ポリエチレン（ＨＤＰＥ－ＨＭＷ）、高密度および超
高分子量ポリエチレン（ＨＤＰＥ－ＵＨＭＷ）、中密度ポリエチレン（ＭＤＰＥ）、低密
度ポリエチレン（ＬＤＰＥ）および線状低密度ポリエチレン（ＬＬＤＰＥ）、（ＶＬＤＰ
Ｅ）および（ＵＬＤＰＥ）またはポリビニルシクロヘキサン。
【００５１】
ポリオレフィン、すなわち先の段落中で例示したようなモノオレフィンのポリマー、好ま
しくはポリエチレンおよびポリプロピレンは種々の方法、特に以下の方法により製造でき
る：
ａ）（通常、高圧および高温においての）ラジカル重合。
ｂ）通常周期表のIVｂ、Ｖｂ、VIｂまたはVIII属の金属の１個以上を含む触媒を使用する
触媒重合。これらの金属は通常、π－配位またはσ－配位のどちらか一方が可能な、例え
ば酸化物、ハロゲン化物、アルコラート、エステル、エーテル、アミン、アルキル、アル
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ケニルおよび／またはアリールのような配位子の１つ以上を持つ。これら金属錯体は遊離
型であるか例えば活性化塩化マグネシウム、塩化チタン（III)、酸化アルミニウムまたは
酸化珪素のような支持体に固定化していてよい。これらの触媒は重合媒体中に可溶または
不溶であってよい。触媒はそれ自体重合において使用でき、または、例えば金属アルキル
、金属水素化物、金属アルキルハライド、金属アルキル酸化物または金属アルキルオキサ
ン（該金属は周期表のIa、IIa および／またはIIIa属の元素である。）のような別の活性
剤が使用できる。活性剤は例えば、他のエステル、エーテル、アミンもしくはシリルエー
テル基により都合良く改良され得る。これら触媒系は通常フィリップス(Phillips)、スタ
ンダードオイルインディアナ(Standard Oil Indiana)、チグラー（－ナッタ）〔Ziegler-
(Natta) 〕、ＴＮＺ〔デュポン社(Dupont)〕、メタロセンまたはシングルサイト触媒（Ｓ
ＳＣ）と称されるものである。
【００５２】
２． １．に記載したポリマーの混合物、例えばポリプロピレンとポリイソブチレンとの
混合物、ポリプロピレンとポリエチレンとの混合物（例えばＰＰ／ＨＤＰＥ、ＰＰ／ＬＤ
ＰＥ）およびポリエチレンの異なるタイプの混合物（例えば、ＬＤＰＥ／ＨＤＰＥ）。
【００５３】
３．モノオレフィンとジオレフィン相互または他のビニルモノマーとのコポリマー、例え
ばエチレン／プロピレンコポリマー、線状低密度ポリエチレン（ＬＬＤＰＥ）およびその
低密度ポリエチレン（ＬＤＰＥ）との混合物、プロピレン／ブト－１－エンコポリマー、
プロピレン／イソブチレンコポリマー、エチレン／ブト－１－エンコポリマー、エチレン
／ヘキセンコポリマー、エチレン／メチルペンテンコポリマー、エチレン／ヘプテンコポ
リマー、エチレン／オクテンコポリマー、プロピレン／ブタジエンコポリマー、イソブチ
レン／イソプレンコポリマー、エチレン／アルキルアクリレートコポリマー、エチレン／
アルキルメタクリレートコポリマー、エチレン／酢酸ビニルコポリマーおよびそれらコポ
リマーと一酸化炭素のコポリマーまたはエチレン／アクリル酸コポリマーおよびそれらの
塩類（アイオノマー）およびエチレンとプロピレンとジエン例えばヘキサジエン、ジシク
ロペンタジエンまたはエチリデン－ノルボルネンのようなものとのターポリマー；ならび
に前記コポリマー相互の混合物および１．に記載したポリマーとの混合物、例えばポリプ
ロピレン／エチレン－プロピレン－コポリマー、ＬＤＰＥ／エチレン－ビニルアセテート
コポリマー（ＥＶＡ）、ＬＤＰＥ／エチレンアクリル酸コポリマー（ＥＡＡ）、ＬＬＤＰ
Ｅ／ＥＶＡ、ＬＬＤＰＥ／ＥＡＡおよび交互またはランダムポリアルキレン／一酸化炭素
－コポリマー；ならびに他のポリマー、例えばポリアミドとこれらの混合物、。
【００５４】
４. 炭化水素樹脂（例えば炭素原子数５ないし９）であって、それらの水素化変性物（例
えば粘着付与剤）およびポリアルキレンとデンプンの混合物を含むもの。
【００５５】
５．ポリスチレン、ポリ－（ｐ－メチルスチレン）、ポリ－（α－メチルスチレン）。
【００５６】
６．スチレンまたは、α－メチルスチレンとジエンもしくはアクリル酸誘導体とのコポリ
マー、例えばスチレン／ブタジエン、スチレン／アクリロニトリル、スチレン／アルキル
メタクリレート、スチレン／ブタジエン／アルキルアクリレート、スチレン／ブタジエン
／アルキルメタクリレート、スチレン／無水マレイン酸、スチレン／アクリロニトリル／
メチルアクリレート；スチレンコポリマーと他のポリマー、例えばポリアクリレート、ジ
エンポリマーまたはエチレン／プロピレン／ジエンターポリマーとの高衝撃強度の混合物
；およびスチレンのブロックコポリマー、例えばスチレン／ブタジエン／スチレン、スチ
レン／イソプレン／スチレン、スチレン／エチレン／ブチレン／スチレン、又はスチレン
／エチレン／プロピレン／スチレン。
【００５７】
７．スチレンまたはα－メチルスチレンのグラフトコポリマー、例えばポリブタジエンに
スチレン、ポリブタジエン－スチレンまたはポリブタジエン－アクリロニトリルにスチレ
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ンのようなもの；ポリブタジエンにスチレンおよびアクリロニトリル（またはメタアクリ
ロニトリル）；ポリブタジエンにスチレン、アクリロニトリルおよびメチルメタクリレー
ト；ポリブタジエンにスチレンおよび無水マレイン酸；ポリブタジエンにスチレン、アク
リロニトリルおよび無水マレイン酸またはマレインイミド；ポリブタジエンにスチレンお
よびマレインイミド；ポリブタジエンにスチレンおよびアルキルアクリレートまたはメタ
クリレート、エチレン／プロピレン／ジエンターポリマーにスチレンおよびアクリロニト
リル、ポリアルキルアクリレートまたはポリアルキルメタクリレートにスチレンおよびア
クリロニトリル、アクリレート／ブタジエンコポリマーにスチレンおよびアクリロニトリ
ル、ならびにこれらと６．に列挙したコポリマーとの混合物、例えばＡＢＳ、ＭＢＳ、Ａ
ＳＡおよびＡＥＳポリマーとして知られているコポリマー混合物。
【００５８】
８．ハロゲン含有ポリマー、例えばポリクロロプレン、塩素化ゴム、イソブチレン－イソ
プレンの塩素化および臭素化コポリマー（ハロブチルゴム）、塩素化もしくはスルホ塩素
化ポリエチレン、エチレンおよび塩素化エチレンのコポリマー、エピクロロヒドリンホモ
－およびコポリマー、特にハロゲン含有ビニル化合物のポリマー、例えばポリ塩化ビニル
、ポリ塩化ビニリデン、ポリフッ化ビニル、およびポリフッ化ビニリデンならびにこれら
のコポリマー、例えば塩化ビニル／塩化ビニリデン、塩化ビニル／酢酸ビニルまたは塩化
ビニリデン／酢酸ビニルコポリマー。
【００５９】
９．α，β－不飽和酸、およびその誘導体から誘導されたポリマー、例えばポリアクリレ
ートおよびポリメタクリレート；ブチルアクリレートにより耐衝撃性改良されたポリメチ
ルメタクリレート、ポリアクリルアミドおよびポリアクリロニトリル。
【００６０】
10．上記９に挙げたモノマーの相互または他の不飽和モノマーとのコポリマー、例えばア
クリロニトリル／ブタジエンコポリマー、アクリロニトリル／アルキルアクリレートコポ
リマー、アクリロニトリル／アルコキシアルキルアクリレートまたはアクリロニトリル／
ハロゲン化ビニルコポリマー、又はアクリロニトリル／アルキルメタクリレート／ブタジ
エンターポリマー。
【００６１】
11．不飽和アルコールおよびアミンまたはそれらのアシル誘導体またはそれらのアセター
ルから誘導されたポリマー、例えばポリビニルアルコール、ポリ酢酸ビニル、ポリビニル
ステアレート、ポリビニルベンゾエート、ポリビニルマレエート、ポリビニルブチラール
、ポリアリルフタレートまたはポリアリルメラミン；ならびにそれらと上記１．に記載し
たオレフィンとのコポリマー。
【００６２】
12．環状エーテルのホモポリマーおよびコポリマー、例えばポリアルキレングリコール、
ポリエチレンオキシド、ポリプロピレンオキシドまたはそれらとビスグリシジルエーテル
とのコポリマー。
【００６３】
13. ポリアセタール、例えばポリオキシメチレンおよびエチレンオキシドをコモノマーと
して含むポリオキシメチレン；熱可塑性ポリウレタン、アクリレートまたはＭＢＳで変性
させたポリアセタール。
【００６４】
14．ポリフェニレンオキシドおよびスルフィド、ならびにポリフェニレンオキシドとスチ
レンポリマーまたはポリアミドとの混合物。
【００６５】
15. 一方の成分がヒドロキシ末端基を含むポリエーテル、ポリエステルまたはポリブタジ
エンともう一方の成分が脂肪族または芳香族ポリイソシアネートとから誘導されたポリウ
レタンならびにその前駆物質。
【００６６】
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16. ジアミンおよびジカルボン酸および／またはアミノカルボン酸または相当するラクタ
ムから誘導されたポリアミドおよびコポリアミド。例えばポリアミド４、ポリアミド６、
ポリアミド６／６、６／１０、６／９、６／１２、４／６および１２／１２、ポリアミド
１１、ポリアミド１２、ｍ－キシレンジアミンおよびアジピン酸から出発する芳香族ポリ
アミド；ヘキサメチレンジアミンおよびイソフタル酸および／またはテレフタル酸および
所望により変性剤としてのエラストマーから製造されるポリアミド、例えはポリ－２，４
，４－（トリメチルヘキサメチレン）テレフタルアミドまたはポリ－ｍ－フェニレンイソ
フタルアミド；さらに、前記ポリアミドとポリオレフィン、オレフィンコポリマー、アイ
オノマーまたは化学的に結合またはグラフトしたエラストマーとのブロックコポリマー；
またはこれらとポリエーテル、例えばポリエチレングリコール、ポリプロピレングリコー
ルまたはポリテトラメチレングリコールとのコポリマー；ならびにＥＰＤＭまたはＡＢＳ
で変性させたポリアミドまたはコポリアミド；加工の間に縮合させたポリアミド（ＲＩＭ
－ポリアミド系）。
【００６７】
17. ポリ尿素、ポリイミド、ポリアミド－イミド、ポリエーテルイミド、ポリエステルイ
ミド、ポリヒダントイン、およびポリベンズイミダゾール。
【００６８】
18. ジカルボン酸およびジオールから、および／ またはヒドロキシカルボン酸または相
当するラクトンから誘導されたポリエステル、例えばポリエチレンテレフタレート、ポリ
ブチレンテレフタレート、ポリ－１, ４－ジメチロール－シクロヘキサンテレフタレート
、ポリアルキレンナフタレート（ＰＡＮ）およびポリヒドロキシベンゾエートならびにヒ
ドロキシ末端基を含有するポリエーテルから誘導されたブロック－コポリエーテル－エス
テル；およびまたポリカーボネートまたはＭＢＳにより改良されたポリエステル。
【００６９】
19. ポリカーボネートおよびポリエステル－カーボネート。
20. ポリスルホン、ポリエーテルスルホンおよびポリエーテルケトン。
【００７０】
21．一方の成分がアルデヒドから、およびもう一方の成分がフェノール、尿素またはメラ
ミンから誘導された架橋ポリマー、例えばフェノール／ホルムアルデヒド樹脂、尿素／ホ
ルムアルデヒド樹脂およびメラミン／ホルムアルデヒド樹脂。
【００７１】
22．乾性もしくは非乾性アルキド樹脂。
23．飽和および不飽和ジカルボン酸と多価アルコールおよび架橋剤としてビニル化合物と
のコポリエステルから誘導された不飽和ポリエステル樹脂および低燃焼性のそれらのハロ
ゲン含有変成物。
【００７２】
24．置換アクリル酸エステル、例えばエポキシアクリレート、ウレタンアクリレートまた
はポリエステル－アクリレートから誘導された架橋アクリル樹脂。
【００７３】
25．メラミン樹脂、尿素樹脂、イソシアネート、イソシアヌレート、ポリイソシアネート
またはエポキシ樹脂で架橋させたアルキッド樹脂、ポリエステル樹脂およびアクリレート
樹脂。
【００７４】
26．所望により促進剤を使用してまたは使用せずに無水物またはアミンのような慣用の硬
化剤により架橋する、脂肪族、環状脂肪族、複素環式または芳香族グリシジル化合物、例
えばビスフェノールＡおよびビスフェノールＦのジグリシジルエーテルの生成物から誘導
された架橋エポキシ樹脂。
【００７５】
27．天然ポリマー、例えば、セルロース、ゴム、ゼラチンおよびそれらを化学変性した同
族誘導体、例えば酢酸セルロース、プロピオン酸セルロースおよび酪酸セルロース、およ
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びセルロースエーテル、例えばメチルセルロース；ならびにロジンおよびそれらの誘導体
。
【００７６】
28．前述のポリマーの混合物（ポリブレンド）、例えばＰＰ／ＥＰＤＭ、ポリアミド／Ｅ
ＰＤＭまたはＡＢＳ、ＰＶＣ／ＥＶＡ、ＰＶＣ／ＡＢＳ、ＰＶＣ／ＭＢＳ、ＰＣ／ＡＢＳ
、ＰＢＴＰ／ＡＢＳ、ＰＣ／ＡＳＡ、ＰＣ／ＰＢＴ、ＰＶＣ／ＣＰＥ、ＰＶＣ／アクリレ
ート、ＰＯＭ／熱可塑性ＰＵＲ、ＰＣ／熱可塑性ＰＵＲ、ＰＯＭ／アクリレート、ＰＯＭ
／ＭＢＳ、ＰＰＯ／ＨＩＰＳ、ＰＰＯ／ＰＡ６．６およびコポリマー、ＰＡ／ＨＤＰＥ、
ＰＡ／ＰＰ、ＰＡ／ＰＰＯ、ＰＢＴ／ＰＣ／ＡＢＳもしくはＰＢＴ／ＰＥＴ／ＰＣ。
【００７７】
29．純粋なモノマー化合物またはそれらの混合物からなる天然および合成有機材料、例え
ば鉱油、動物または植物脂肪、オイルおよびワックス、または合成エステル（例えばフタ
レート、アジペート、ホスフェートまたはトリメリテート）に基づいたオイル、脂肪およ
びワックス、ならびに代表的には紡糸組成物として用いられるいずれか重量比での合成エ
ステルと鉱油との混合物、ならびにそれら材料の水性エマルジョン。
【００７８】
30．天然または合成ゴムの水性エマルジョン、例えば天然ラテックス、またはカルボキシ
ル化スチレン／ブタジエンコポリマーのラテックス。
【００７９】
　従って、本発明はさらに光、熱または酸化により誘発される分解を受けやすい有機材料
および上述した相乗効果のある安定剤混合物を含む組成物にも関する。
【００８０】
　本発明のさらなる態様は光、熱または酸化により誘発される分解に対して有機材料を安
定化する方法であって、該有機材料に相乗効果のある安定剤混合物を均質混合することか
らなる方法である。
【００８１】
有機材料は、好ましくは合成ポリマーであり、とりわけ上述の群からのものである。ポリ
オレフィンが好ましく、ポリエチレン、ポリプロピレン、ポリエチレンコポリマーおよび
ポリプロピレンコポリマーが特に好ましい。タルクおよび／または他の充填剤（例えばＣ
ａＣＯ3）を含むポリプロピレンもまた、好ましい。着色されたポリオレフィンおよび着
色されたポリアミドはさらに好ましい。アクリロニトリル／ブタジエン／スチレンもまた
有機材料として好ましい。
【００８２】
成分（Ｉ）、（II）および所望により（Ｘ－１）および／または（Ｘ－２）は安定化され
る有機材料に個々にまたは互いを混合して添加できる。
【００８３】
安定化される有機材料中の２つの立体障害性アミン化合物（成分（Ｉ）および（II））の
合計量は好ましくは該有機材料の重量に関して、０．００５ないし５％、特に０．０１な
いし１％または０．０５ないし１％である。
顔料（成分（Ｘ－１））は所望により安定化されるべき有機材料中に、好ましくは該有機
材料の重量に関して０．０１ないし１０％、特に０．０５ないし１％で、存在する。
紫外線吸収剤（成分（Ｘ－２））は所望により安定化されるべき有機材料中に、好ましく
は該有機材料の重量に関して０．０１ないし１％、特に０．０５ないし０．５％で、存在
する。
【００８４】
成分（Ｘ－３）（紫外線吸収剤と併用する顔料）の合計量は好ましくは該有機材料の重量
に関して０．０１ないし１０％である。紫外線吸収剤対顔料の比は例えば２：１ないし１
：１０である。
使用する顔料が上述したような有機顔料と併用する二酸化チタンの場合には、二酸化チタ
ンは好ましくは、有機材料の重量に関して０．０１ないし５％で有機材料中に存在し、そ
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して有機顔料は例えば、有機材料の重量に関して０．０１ないし２％の量で存在すること
ができる。
【００８５】
成分重量比（Ｉ）：（II）は例えば１：１０ないし１０：１、好ましくは１：５ないし５
：１、特に１：２ないし２：１である。
成分重量比（Ｉ）および（II）：（Ｘ－１）は例えば１：１００ないし１０：１、好まし
くは１：５ないし５：１、特に１：２ないし２：１である。
成分重量比（Ｉ）および（II）：（Ｘ－２）は例えば１：５ないし２０：１、好ましくは
１：２ないし２：１である。
成分重量比（Ｉ）および（II）：（Ｘ－３）は例えば１：１００ないし１０：１、好まし
くは１：５ないし５：１、特に１：２ないし２：１である。
【００８６】
上記成分は公知の方法により、例えば成形前または成形の最中に、または溶解させたまた
は分散させた化合物を有機材料に適用し、必要ならば次いで溶媒を蒸発させることにより
、安定化される有機材料中に均質混合できる。成分は有機材料に、これらの成分を例えば
２．５ないし２５重量％の濃度で含む粉体、粒状またはマスターバッチの形態で有機材料
に添加することができる。
望ましいならば、成分（Ｉ）および（II）ならびに所望により（Ｘ－１）および／または
（Ｘ－２）は有機材料中に均質混合する前に互いに溶融ブレンドすることもできる。それ
らは重合の前もしくは最中に、または架橋前にポリマーに添加できる。
【００８７】
本発明により安定化された材料は非常に多様な形態で、例えばフィルム、繊維、テープ、
成形品、形材として、または塗料、接着剤もしくはパテのバインダーとして使用できる。
【００８８】
安定化された材料はさらに例えば以下に示すような種々の慣用の添加剤を含むことができ
る。
【００８９】
１．酸化防止剤
１．１ アルキル化モノフェノール、例えば２，６－ジ－第三ブチル－４－メチルフェノ
ール、２－第三ブチル－４，６－ジメチルフェノール、２，６－ジ－第三ブチル－４－エ
チルフェノール、２，６－ジ－第三ブチル－４－ｎ－ブチルフェノール、２，６－ジ－第
三ブチル－４－イソブチルフェノール、２，６－ジシクロペンチル－４－メチルフェノ－
ル、２－（α－メチルシクロヘキシル）－４，６－ジメチルフェノール、２，６－ジオク
タデシル－４－メチルフェノ－ル、２，４，６－トリシクロヘキシルフェノール、２，６
－ジ－第三ブチル－４－メトキシメチルフェノール、直鎖のまたは側鎖で枝分かれしてい
るノニルフェノール例えば２，６－ジノニル－４－メチルフェノール、２，４－ジメチル
－６－（１′－メチルウンデシ－１′－イル）－フェノール、２，４－ジメチル－６－（
１′－メチルヘプタデシ－１′－イル）－フェノール、２，４－ジメチル－６－（１′－
メチルトリデシ－１′－イル）－フェノールおよびそれらの混合物。
【００９０】
１．２．アルキルチオメチルフェノール、例えば２，４－ジ－オクチルチオメチル－６－
第三ブチルフェノール、２，４－ジ－オクチルチオメチル－６－メチルフェノール、２，
４－ジ－オクチルチオメチル－６－エチルフェノール、２，６－ジ－ドデシルチオメチル
－４－ノニルフェノール。
【００９１】
１．３ ヒドロキノンとアルキル化ヒドロキノン、例えば２，６－ジ－第三ブチル－４－
メトキシフェノール、２，５－ジ－第三ブチルヒドロキノン、２，５－ジ－第三－アミル
－ヒドロキノン、２，６－ジフェニル－４－オクタデシルオキシフェノール、２，６－ジ
－第三ブチル－ヒドロキノン、２，５－ジ－第三ブチル－４－ヒドロキシアニソール、３
，５－ジ－第三ブチル－４－ヒドロキシアニソール、３，５－ジ－第三ブチル－４－ヒド
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ロキシフェニルステアレート、ビス（３，５－ジ－第三ブチル－４－ヒドロキシフェニル
）アジペート。
【００９２】
１．４．トコフェロール、例えばα－トコフェロール、β－トコフェロール、γ－トコフ
ェロール、δ－トコフェロールおよびそれらの混合物（ビタミン Ｅ）。
【００９３】
１．５．ヒドロキシル化チオジフェニルエーテル、例えば２，２′－チオビス（６－第三
ブチル－４－メチルフェノール）、２，２′－チオビス（４－オクチルフェノール）、４
，４′－チオビス（６－第三ブチル－３－メチルフェノール）、４，４′－チオビス（６
－第三ブチル－２－メチルフェノール）、４，４′－チオ－ビス（３，６－ジ－第二－ア
ミルフェノール）、４，４′－ビス（２，６－ジメチル－４－ヒドロキシフェニル）－ジ
スルフィド。
【００９４】
１．６．アルキリデンビスフェノール、例えば２，２′－メチレンビス（６－第三ブチル
－４－メチルフェノール）、２，２′－メチレンビス（６－第三ブチル－４－エチルフェ
ノール）、２，２′－メチレンビス［４－メチル－６－（α－メチルシクロヘキシル）フ
ェノール］、２，２′－メチレンビス（４－メチル－６－シクロヘキシルフェノール）、
２，２′－メチレンビス（６－ノニル－４－メチルフェノール）、２，２′－メチレンビ
ス（４，６－ジ－第三ブチルフェノール）、２，２′－エチリデンビス（４，６－ジ－第
三ブチルフェノール）、２，２′－エチリデンビス（６－第三ブチル－４－イソブチルフ
ェノール）、２，２′－メチレンビス [６－（α－メチルベンジル）－４－ノニルフェノ
ール] 、２，２′－メチレンビス [６－（α，α－ジメチルベンジル）－４－ノニルフェ
ノール] 、４，４′－メチレンビス（２，６－ジ－第三ブチルフェノール）、４，４′－
メチレンビス（６－第三ブチル－２－メチルフェノール）、１，１－ビス（５－第三ブチ
ル－４－ヒドロキシ－２－メチルフェニル）ブタン、２，６－ビス（３－第三ブチル－５
－メチル－２－ヒドロキシベンジル）－４－メチルフェノール、１，１，３－トリス（５
－第三ブチル－４－ヒドロキシ－２－メチルフェニル）ブタン、１，１－ビス（５－第三
ブチル－４－ヒドロキシ－２－メチルフェニル）－３－ｎ－ドデシルメルカプトブタン、
エチレングリコールビス［３，３－ビス（３′－第三ブチル－４′－ヒドロキシフェニル
）ブチレート] 、ビス（３－第三ブチル－４ーヒドロキシ－５－メチルフェニル）ジシク
ロペンタジエン、ビス［２－（３′－第三ブチル－２′－ヒドロキシ－５′－メチルベン
ジル）－６－第三ブチル－４－メチルフェニル］テレフタレート、１，１－ビス（３，５
－ジメチル－２－ヒドロキシフェニル）ブタン、２，２－ビス（３，５－ジ－第三ブチル
－４－ヒドロキシフェニル）プロパン、２，２－ビス（５－第三ブチル－４－ヒドロキシ
－２－メチルフェニル）－４－ｎ－ドデシルメルカプトブタン、１，１，５，５－テトラ
－（５－第三ブチル－４－ヒドロキシ－２－メチルフェニル）ペンタン。
【００９５】
１．７． Ｏ－、Ｎ－およびＳ－ベンジル化合物、例えば３，５，３′，５′－テトラ－
第三ブチル－４，４′－ジヒドロキシジベンジルエーテル、オクタデシル－４－ヒドロキ
シ－３，５－ジメチルベンジルメルカプトアセテート、トリデシル－４－ヒドロキシ－３
，５－ジ第三ブチルベンジルメルカプトアセテート、トリス－（３，５－ジ－第三ブチル
－４－ヒドロキシベンジル）アミン、ビス（４－第三ブチル－３－ヒドロキシ－２，６－
ジメチルベンジル）ジチオテレフタレート、ビス（３，５－ジ－第三ブチル－４－ヒドロ
キシベンジル）スルフィド、イソオクチル－３，５－ジ－第三ブチル－４－ヒドロキシベ
ンジル－メルカプトアセテート。
【００９６】
１．８．ヒドロキシベンジル化マロネート、例えばジオクタデシル－２，２－ビス（３，
５－ジ－第三ブチル－２－ヒドロキシベンジル）－マロネート、ジ－オクタデシル－２－
（３－第三ブチル－４－ヒドロキシ－５－メチルベンジル）－マロネート、ジ－ドデシル
メルカプトエチル－２，２－ビス（３，５－ジ－第三ブチル－４－ヒドロキシベンジル）
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－マロネート、ビス［４－（１，１，３，３－テトラメチルブチル）－フェニル］－２，
２－ビス（３，５－ジ－第三ブチル－４－ヒドロキシベンジル）－マロネート。
【００９７】
１．９． 芳香族ヒドロキシベンジル化合物、例えば、１，３，５－トリス（３，５－ジ
－第三ブチル－４－ヒドロキシベンジル）－２，４，６－トリメチルベンゼン、１，４－
ビス（３，５－ジ－第三ブチル－４－ヒドロキシベンジル）－２，３，５，６－テトラメ
チルベンゼン、２，４，６－トリス（３，５－ジ－第三ブチル－４－ヒドロキシベンジル
）フェノール。
【００９８】
１．１０．トリアジン化合物、例えば、２，４－ビス（オクチルメルカプト）－６－（３
，５－ジ－第三ブチル－４－ヒドロキシアニリノ）－１，３，５－トリアジン、２－オク
チルメルカプト－４，６－ビス（３，５－ジ－第三ブチル－４－ヒドロキシアニリノ）－
１，３，５－トリアジン、２－オクチルメルカプト－４，６－ビス（３，５－ジ－第三ブ
チル－４－ヒドロキシフェノキシ）－１，３，５－トリアジン、２，４，６－トリス（３
，５－ジ－第三ブチル－４－ヒドロキシフェノキシ）－１，２，３－トリアジン、１，３
，５－トリス（３，５－ジ－第三ブチル－４－ヒドロキシベンジル）イソシアヌレート、
１，３，５－トリス（４－第三ブチル－３－ヒドロキシ－２，６－ジメチルベンジル）－
イソシアヌレート、２，４，６－トリス（３，５－ジ－第三ブチル－４－ヒドロキシフェ
ニルエチル）－１，３，５－トリアジン、１，３，５－トリス（３，５－ジ－第三ブチル
－４－ヒドロキシフェニルプロピオニル）－ヘキサヒドロ－１，３，５－トリアジン、１
，３，５－トリス（３，５－ジシクロヘキシル－４－ヒドロキシベンジル）イソシアヌレ
ート。
【００９９】
１．１１． べンジルホスホネート、例えばジメチル－２，５－ジ－第三ブチル－４－ヒ
ドロキシベンジルホスホネート、ジエチル－３，５－ジ－第三ブチル－４－ヒドロキシベ
ンジルホスホネート、ジオクタデシル－３，５－ジ－第三ブチル－４－ヒドロキシベンジ
ルホスホネート、ジオクタデシル－５－第三ブチル－４－ヒドロキシ－３－メチルベンジ
ルホスホネート、３，５－ジ－第三ブチル－４－ヒドロキシベンジルホスホン酸モノエチ
ルエステルのカルシウム塩。
【０１００】
１．１２． アシルアミノフェノール、例えば４－ヒドロキシラウルアニリド、４－ヒド
ロキシステアルアニリド、オクチルＮ－（３，５－ジ－第三ブチル－４－ヒドロキシフェ
ニル）カルバメート。
【０１０１】
１．１３． β－（３，５－ジ－第三ブチル－４－ヒドロキシフェニル）プロピオン酸の
下記の一価または多価アルコールとのエステル、例えば、メタノール、エタノール、ｎ－
オクタノール、ｉ－オクタノール、オクタデカノール、１，６－ヘキサンジオール、１，
９－ノナンジオール、エチレングリコール、１，２－プロパンジオール、ネオペンチルグ
リコール、チオジエチレングリコール、ジエチレングリコール、トリエチレングリコール
、ペンタエリトリトール、トリス（ヒドロキシエチル）イソシアヌレート、Ｎ，Ｎ′－ビ
ス（ヒドロキシエチル）オキサミド、３－チアウンデカノール、３－チアペンタデカノー
ル、トリメチルヘキサンジオール、トリメチロールプロパン、４－ヒドロキシメチル－１
－ホスファ－２，６，７－トリオキサビシクロ［２．２．２］オクタン。
【０１０２】
１．１４． β－（５－第三ブチル－４－ヒドロキシ－３－メチルフェニル）プロピオン
酸の下記の一価または多価アルコールとのエステル、例えば、メタノール、エタノール、
ｎ－オクタノール、ｉ－オクタノール、オクタデカノール、１，６－ヘキサンジオール、
１，９－ノナンジオール、エチレングリコール、１，２－プロパンジオール、ネオペンチ
ルグリコール、チオジエチレングリコール、ジエチレングリコール、トリエチレングリコ
ール、ペンタエリトリトール、トリス（ヒドロキシエチル）イソシアヌレート、Ｎ，Ｎ′
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－ビス（ヒドロキシエチル）オキサミド、３－チアウンデカノール、３－チアペンタデカ
ノール、トリメチルヘキサンジオール、トリメチロールプロパン、４－ヒドロキシメチル
－１－ホスファ－２，６，７－トリオキサビシクロ［２．２．２］オクタン。
【０１０３】
１．１５． β－（３，５－ジ－シクロヘキシル－４－ヒドロキシフェニル）プロピオン
酸の下記の一価または多価アルコールとのエステル、例えばメタノール、エタノール、オ
クタノール、オクタデカノール、１，６－ヘキサンジオール、１，９－ノナンジオール、
エチレングリコール、１，２－プロパンジオール、ネオペンチルグリコール、チオジエチ
レングリコール、ジエチレングリコール、トリエチレングリコール、ペンタエリトリトー
ル、トリス（ヒドロキシエチル）イソシアヌレート、Ｎ，Ｎ′－ビス（ヒドロキシエチル
）オキサミド、３－チアウンデカノール、３－チアペンタデカノール、トリメチルヘキサ
ンジオール、トリメチロールプロパン、４－ヒドロキシメチル－１－ホスファ－２，６，
７－トリオキサビシクロ［２．２．２］オクタン。
【０１０４】
１．１６． ３，５－ジ－第三ブチル－４－ヒドロキシフェニル酢酸の下記の一価または
多価アルコールとのエステル、例えば、メタノール、エタノール、オクタノール、オクタ
デカノール、１，６－ヘキサンジオール、１，９－ノナンジオール、エチレングリコール
、１，２－プロパンジオール、ネオペンチルグリコール、チオジエチレングリコール、ジ
エチレングリコール、トリエチレングリコール、ペンタエリトリトール、トリス（ヒドロ
キシエチル）イソシアヌレート、Ｎ，Ｎ′－ビス（ヒドロキシエチル）オキサミド、３－
チアウンデカノール、３－チアペンタデカノール、トリメチルヘキサンジオール、トリメ
チロールプロパン、４－ヒドロキシメチル－１－ホスファ－２，６，７－トリオキサビシ
クロ［２．２．２］オクタン。
【０１０５】
１．１７． β－（３，５－ジ－第三ブチル－４－ヒドロキシフェニル）プロピオン酸の
アミド、例えばＮ，Ｎ′－ビス（３，５－ジ－第三ブチル－４－ヒドロキシフェニルプロ
ピオニル）ヘキサメチレンジアミン、Ｎ，Ｎ′－ビス（３，５－ジ－第三ブチル－４－ヒ
ドロキシフェニルプロピオニル）トリメチレンジアミン、Ｎ，Ｎ′－ビス（３，５－ジ－
第三ブチル－４－ヒドロキシフェニルプロピオニル）ヒドラジン。
【０１０６】
１．１８．アスコルビン酸（ビタミン Ｃ）
【０１０７】
１．１９．アミン系抗酸化剤、例えば、Ｎ，Ｎ′－ジ－イソプロピル－ｐ－フェニレンジ
アミン、Ｎ，Ｎ′－ジ－第二ブチル－ｐ－フェニレンジアミン、Ｎ，Ｎ′－ビス（１，４
－ジメチルペンチル）－ｐ－フェニレンジアミン、Ｎ，Ｎ′－ビス（１－エチル－３－メ
チルペンチル）－ｐ－フェニレンジアミン、Ｎ，Ｎ′－ビス（１－メチルヘプチル）－ｐ
－フェニレンジアミン、Ｎ，Ｎ′－ジシクロヘキシル－ｐ－フェニレンジアミン、Ｎ，Ｎ
′－ジフェニル－ｐ－フェニレンジアミン、Ｎ，Ｎ′－ビス（２－ナフチル）－ｐ－フェ
ニレンジアミン、Ｎ－イソプロピル－Ｎ′－フェニル－ｐ－フェニレンジアミン、Ｎ－（
１，３－ジメチルブチル）－Ｎ′－フェニル－ｐ－フェニレンジアミン、Ｎ－（１－メチ
ルヘプチル）－Ｎ′－フェニル－ｐ－フェニレンジアミン、Ｎ－シクロヘキシル－Ｎ′－
フェニル－ｐ－フェニレンジアミン、４－（ｐ－トルエンスルファモイル）ジフェニルア
ミン、Ｎ，Ｎ′－ジメチル－Ｎ，Ｎ′－ジ－第二ブチル－ｐ－フェニレンジアミン、ジフ
ェニルアミン、Ｎ－アリルジフェニルアミン、４－イソプロポキシジフェニルアミン、Ｎ
－フェニル－１－ナフチルアミン、Ｎ－（４－第三オクチルフェニル）－１－ナフチルア
ミン、Ｎ－フェニル－２－ナフチルアミン、オクチル化ジフェニルアミン、例えばｐ，ｐ
′－ジ第三ブチル－オクチルジフェニルアミン、４－ｎ－ブチルアミノフェノール、４－
ブチリルアミノフェノール、４－ノナノイルアミノフェノール、４－ドデカノイルアミノ
フェノール、４－オクタデカノイルアミノフェノール、ビス（４－メトキシフェニル）ア
ミン、２，６－ジ－第三ブチル－ブチル－４－ジメチルアミノメチルフェノール、２，４
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′－ジアミノジフェニルメタン、４，４′－ジアミノジフェニルメタン、Ｎ，Ｎ，Ｎ′，
Ｎ′－テトラメチル－４，４′－ジアミノジフェニルメタン、１，２－ジ［（２－メチル
フェニル）アミノ］エタン、１，２－ジ（フェニルアミノ）プロパン、（ｏ－トリル）ビ
グアニド、ビス［４－（１′，３′－ジメチルブチル）フェニル］アミン、第三オクチル
化Ｎ－フェニル－１－ナフチルアミン、モノ－及びジアルキル化第三ブチル／第三オクチ
ルジフェニルアミンの混合物、モノ－及びジアルキル化ノニルジフェニルアミンの混合物
、モノ及びジアルキル化ドデシルジフェニルアミンの混合物、モノ－及びジアルキル化イ
ソプロピル／イソヘキシルジフェニルアミンの混合物、モノ－及びジアルキル化第三ブチ
ルジフェニルアミンの混合物、２，３－ジヒドロ－３，３－ジメチル－４Ｈ－１，４－ベ
ンゾチアジン、フェノチアジン、モノ－及びジアルキル化第三ブチル／第三オクチルフェ
ノチアジンの混合物、モノ－及びジアルキル化第三オクチルフェノチアジンの混合物、Ｎ
－アリルフェノチアジン、Ｎ，Ｎ，Ｎ′，Ｎ′－テトラフェニル－１，４－ジアミノブテ
－２－エン、Ｎ，Ｎ－ビス（２，２，６，６－テトラメチルピペリジ－４－イル－ヘキサ
メチレンジアミン、ビス（２，２，６，６－テトラメチルピペリジ－４－イル）セバケー
ト、２，２，６，６－テトラメチルピペリジン－４－オン、２，２，６，６－テトラメチ
ルピペリジン－４－オール。
【０１０８】
２． 紫外線吸収剤および光安定剤
ニッケル化合物，例えば２，２′－チオビス－［４－（１，１，３，３－テトラメチルブ
チル) －フェノール］のニッケル錯体，例えば１：１または１：２錯体であって，所望に
よりｎ－ブチルアミン、トリエタノールアミンもしくはＮ－シクロヘキシルジエタノール
アミンのような他の配位子を伴うもの、ニッケルジブチルジチオカルバメート、４－ヒド
ロキシ－３，５－ジ－第三ブチルベンジルホスホン酸のモノアルキルエステル例えばメチ
ルもしくはエチルエステルのニッケル塩、ケトキシム例えば、２－ヒドロキシ－４－メチ
ルフェニルウンデシルケトキシムのニッケル錯体、１－フェニル－４－ラウロイル－５－
ヒドロキシピラゾールのニッケル錯体であって，所望により他の配位子を伴うもの。
【０１０９】
３． 金属奪活剤、例えばＮ，Ｎ′－ジフェニルオキサミド、Ｎ－サリチラル－Ｎ′－サ
リチロイルヒドラジン、Ｎ，Ｎ′－ビス（サリチロイル）ヒドラジン、Ｎ，Ｎ′－ビス（
３，５－ジ－第三ブチル－４－ヒドロキシフェニルプロピオニル）ヒドラジン、３－サリ
チロイルアミノ－１，２，４－トリアゾール、ビス（ベンジリデン）オキサリルジヒドラ
ジド、オキサニリド、イソフタロイルジヒドラジド、セバコイルビスフェニルヒドラジド
、Ｎ，Ｎ’－ジアセタールアジポイルジヒドラジド、Ｎ，Ｎ’－ビス（サリチロイル）オ
キサリルジヒドラジド、Ｎ，Ｎ’－ビス－サリチロイル－チオプロピオニルジヒドラジド
。
【０１１０】
４． ホスフィットおよびホスホナイト、例えばトリフェニルホスフィット、ジフェニル
アルキルホスフィット、フェニルジアルキルホスフィット、トリス（ノニルフェニル）ホ
スフィット、トリラウリルホスフィット、トリオクタデシルホスフィット、ジステアリル
ペンタエリトリトールジホスフィット、トリス（２，４－ジ－第三ブチルフェニル）ホス
フィット、ジイソデシルペンタエリトリトールジホスフィット、ビス（２，４－ジ－第三
ブチルフェニル）ペンタエリトリトールジホスフィット、ビス（２，６－ジ－第三ブチル
－４－メチルフェニル）－ペンタエリトリトールジホスフィット、ジイソデシルオキシペ
ンタエリトリトールジホスフィット、ビス（２，４－ジ－第三ブチル－６－メチルフェニ
ル）－ペンタエリトリトールジホスフィット、ビス（２，４，６－トリス（第三ブチル－
ブチルフェニル）ペンタエリトリトールジホスフィット、トリステアリルソルビトールト
リホスフィット、テトラキス（２，４－ジ－第三ブチルフェニル）４，４′－ビフェニレ
ンジホスホナイト、６－イソオクチルオキシ－２，４，８，１０－テトラ－第三ブチル－
１２Ｈ－ジベンズ［ｄ，ｇ］－１，３，２－ジオキサホスホシン、６－フルオロ－２，４
，８，１０－テトラ－第三ブチル－１２－メチル－ジベンズ［ｄ，ｇ］－１，３，２－ジ
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オキサホスホシン、ビス（２，４－ジ－第三ブチル－６－メチルフェニル）メチルホスフ
ィット、ビス（２，４－ジ－第三ブチル－６－メチルフェニル）エチルホスフィット。
【０１１１】
５．ヒドロキシルアミン、例えば、Ｎ，Ｎ－ジベンジルヒドロキシルアミン、Ｎ，Ｎ－ジ
エチルヒドロキシルアミン、Ｎ，Ｎ－ジオクチルヒドロキシルアミン、Ｎ，Ｎ－ジラウリ
ルヒドロキシルアミン、Ｎ，Ｎ－ジテトラデシルヒドロキシルアミン、Ｎ，Ｎ－ジヘキサ
デシルヒドロキシルアミン、Ｎ，Ｎ－ジオクタデシルヒドロキシルアミン、Ｎ－ヘキサデ
シル－Ｎ－オクタデシルヒドロキシルアミン、Ｎ－ヘプタデシル－Ｎ－オクタデシルヒド
ロキシルアミン、水素化獣脂アミンから誘導されたＮ，Ｎ－ジアルキルヒドロキシルアミ
ン。
【０１１２】
６．ニトロン、例えば、Ｎ－ベンジル－アルファ－フェニル－ニトロン、Ｎ－エチル－ア
ルファ－メチル－ニトロン、Ｎ－オクチル－アルファ－ヘプチル－ニトロン、Ｎ－ラウリ
ル－アルファ－ウンデシル－ニトロン、Ｎ－テトラデシル－アルファ－トリデシル－ニト
ロン、Ｎ－ヘキサデシル－アルファ－ペンタデシル－ニトロン、Ｎ－オクタデシル－アル
ファ－ヘプタデシル－ニトロン、Ｎ－ヘキサデシル－アルファ－ヘプタデシル－ニトロン
、Ｎ－オクタデシル－アルファ－ペンタデシル－ニトロン、Ｎ－ヘプタデシル－アルファ
－ヘプタデシル－ニトロン、Ｎ－オクタデシル－アルファ－ヘキサデシル－ニトロン、水
素化獣脂アミンから誘導されたＮ，Ｎ－ジアルキルヒドロキシルアミンより誘導されたニ
トロン。
【０１１３】
７．チオ相乗剤、例えば、ジラウリルチオジプロピオネートまたはジステアリルチオジプ
ロピオネート。
【０１１４】
８． 過酸化物スカベンジャー、例えばβ－チオジプロピオン酸のエステル、例えばラウ
リル、ステアリル、ミリスチルまたはトリデシルエステル、メルカプトベンズイミダゾー
ル、または２－メルカプトベンズイミダゾールの亜鉛塩、ジブチルジチオカルバミン酸亜
鉛、ジオクタデシルジスルフィド、ペンタエリトリトールテトラキス（β－ドデシルメル
カプト）プロピオネート。
【０１１５】
９． 塩基性補助安定剤、例えばメラミン、ポリビニルピロリドン、ジシアンジアミド、
トリアリルシアヌレート、尿素誘導体、ヒドラジン誘導体、アミン、ポリアミド、ポリウ
レタン、高級脂肪酸のアルカリ金属塩およびアルカリ土類金属塩、例えばステアリン酸カ
ルシウム、ステアリン酸亜鉛、ベヘン酸マグネシウム、ステアリン酸マグネシウム、リシ
ノール酸ナトリウムおよびパルミチン酸カリウム、ピロカテコールアンチモンおよびピロ
カテコール錫。
【０１１６】
10． 核剤、例えば無機物質例えば、タルク、二酸化チタンまたは酸化マグネシウムのよ
うな金属酸化物、好ましくはアルカリ土類金属のリン酸塩、炭酸塩または硫酸塩；有機化
合物例えば、モノ－またはポリカルボン酸およびその塩、例えば４－第三ブチル安息香酸
、アジピン酸、ジフェニル酢酸、コハク酸ナトリウムまたは安息香酸ナトリウム；イオン
共重合体（「イオノマー(ionomers)」）のような重合性化合物。
【０１１７】
11． 充填剤および強化剤、例えば炭酸カルシウム、ケイ酸塩、ガラス繊維、ガラス球、
アスベスト、タルク、カオリン、雲母、硫酸バリウム、金属酸化物および水酸化物、カー
ボンブラック、グラファイト、木粉および天然物の粉もしくは繊維、合成繊維。
【０１１８】
12．その他の添加剤、例えば可塑剤、潤滑剤、乳化剤、顔料、レオロジー添加剤（rheolo
gy additives) 、触媒、流れ調整剤、蛍光増白剤、難燃剤、静電防止剤および発泡剤。
【０１１９】
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13. ベンゾフラノンまたはインドリノン、例えば米国特許第４３２５８６３号明細書、米
国特許第４３３８２４４号明細書、米国特許第５１７５３１２号明細書、米国特許第５２
１６０５２号明細書、米国特許第５２５２６４３号明細書、独国特許出願公開第４３１６
６１１号明細書、独国出願公開特許第４３１６６２２号明細書、独国出願公開特許第４３
１６８７６号明細書、欧州特許出願公開第０５８９８３９号明細書もしくは欧州特許出願
公開第０５９１１０２号明細書に記載されているもの、または３－［４－（２－アセトキ
シエトキシ）フェニル］－５，７－ジ－第三ブチル－ベンゾフラノ－２－オン、５，７－
ジ－第三ブチル－３－［４－（２－ステアロイルオキシエトキシ）フェニル］ベンゾフラ
ノ－２－オン、３，３’－ビス［５，７－ジ－第三ブチル－３－（４－［２－ヒドロキシ
エトキシ］フェニル）ベンゾフラノ－２－オン］、５，７－ジ－第三ブチル－３－（４－
エトキシフェニル）ベンゾフラノ－２－オン、３－（４－アセトキシ－３，５－ジメチル
フェニル）－５，７－ジ－第三ブチル－ベンゾフラノ－２－オン、３－（３，５－ジメチ
ル－４－ピバロイルオキシフェニル）－５，７－ジ－第三ブチル－ベンゾフラノ－２－オ
ン。
【０１２０】
成分（Ｉ）および（II）ならびに所望により（Ｘ－１）および／または（Ｘ－２）の合計
量対前記慣用の安定剤の合計量の重量比は例えば１００：１ないし１：１００とにするこ
とができる。
【０１２１】
【実施例】
以下に示す実施例は本発明をより詳細に説明する。百分率および部は、他に言及しない限
り重量に基づく。
以下の実施例Ｉで使用される安定剤
化合物（Ａ－１－ｂ）
（ＴＩＮＵＶＩＮ７６５（登録商標））
【化５８】

化合物（Ｂ－２－ａ）
（ＣＨＩＭＡＳＳＯＲＢ１１９（登録商標））
【化５９】

実施例Ｉ：プロピレンホモポリマーフィルムの光安定化
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未安定化ポリプロピレン粉末（メルトフローインデックス：２３０℃および２１６０ｇに
おいて２．４ｇ／１０分）１００部を、ペンタエリスリチルテトラキス｛３－（３，５－
ジ－第三ブチル－４－ヒドロキシフェニル）プロピオネート｝０．０５部、トリス{２，
４－ジ－第三ブチルフェニル}ホスフィット０．０５部、ステアリン酸カルシウム０．１
部、二酸化チタン（アナターゼ）０．２５部および表１に示した光安定剤系と、２００℃
で１０分間、ブラベンダープラストグラフ中で均質化する。こうして得られた材料を実験
室用プレス中の２枚のアルミニウム箔の間で２６０℃、６分間、０．５ｍｍ厚のフィルム
に圧縮成形し、それを水冷プレス中で直ちに室温まで冷却する。これらの０．５ｍｍフィ
ルムから６０ｍｍ×２５ｍｍの試料を切出しそしてウエザロメーターＣｉ６５（ブラック
パネル温度６３±２℃、水噴射なし）に曝露する。
周期的に、これらの試料を曝露装置から取り出し、それらのカルボニル含量を赤外分光光
度計で測定する。０．１のカルボニル吸光度の形成に相当する曝露時間（時間単位（Ｔ0.

1））を安定剤系の効力の尺度とする。
２つの共同添加剤（（α）および（β））の相乗効果は計算上のＴ0.1値と実際に測定さ
れたＴ0.1値を比較することにより決定される。Ｔ0.1値は、下記方程式に相当する加法性
則（additivity law）（B．Ranby and J．F．Rabek ;Photodegradation， Photo-oxidati
on and Photostabilization of Polymers，Principles and Applications，John Wiley &
 Sons，London，NewYork, Sydney, Toronto 1975, 418頁および419頁）に基づいて計算さ
れる：
【数１】

Ｔ0.1測定値＞Ｔ0.1計算値の場合、当該２つの共同添加剤の相乗効果がある。
【表１】

化合物（Ａ－１－ｂ）および（Ｂ－２－ａ）の組合わせは相乗効果を示した。
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